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平成27年10月30日（金曜日）

午前10時１分開会

会議に付した案件

○意見交換会

(一社)宮崎県トラック協会

日本貨物鉄道(株)九州支社九州北部支店

宮崎県経済農業協同組合連合会

宮崎県木材協同組合連合会

○意見交換会

(公財)みやざき観光コンベンション協会

(一社)日本旅行業協会宮崎地区委員会

宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合

宮崎県飲食業生活衛生同業組合

○協議事項

１．次回委員会について

２．その他

出席委員（12人）

委 員 長 押 川 修一郎

副 委 員 長 田 口 雄 二

委 員 緒 嶋 雅 晃

委 員 井 本 英 雄

委 員 外 山 衛

委 員 山 下 博 三

委 員 島 田 俊 光

委 員 日 高 博 之

委 員 井 上 紀代子

委 員 新 見 昌 安

委 員 図 師 博 規

委 員 徳 重 忠 夫

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

意見交換会のために出席した者

(一社)宮崎県トラック協会

専 務 理 事 野 中 秋 芳

日本鉄道貨物(株)九州支社九州北部支店

副 支 店 長 橋 元 耕 二

宮崎県経済農業協同組合連合会

園芸部園芸販売課長 廣 瀬 誠 博

宮崎県木材協同組合連合会

理 事 高 嶺 清 二

(公財)みやざき観光コンベンション協会

専 務 理 事 豊 島 美 敏

観 光 推 進 局 長 甲 斐 裕 二

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ・ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ
柳 田 哲 宏

推 進 局 長

(一社)日本旅行業協会宮崎地区委員会

委 員 長 鈴 木 登志弘

宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合

理 事 長 川 越 清 文

宮 崎 支 部 長 有 田 恒 雄

事 務 局 長 田 爪 広 志

宮崎県飲食業生活衛生同業組合

理 事 長 代 口 修

事務局職員出席者

政策調査課主任主事 日 髙 壮

議 事 課 主 査 松 本 英 治

それでは、ただいまから総合交○押川委員長

通・観光・経済対策特別委員会を開会いたしま

す。

本日の委員会の日程についてでありますが、

お手元に配付の日程（案）をごらんください。

事前に各委員には御案内しておりましたが、

本日は、午前中に物流関係団体との意見交換会

を行いたいと思います。昼食を挟みまして、午

平成27年10月30日（金曜日）



- 2 -

後から観光関係団体との意見交換会を行いたい

と思います。その後、次回委員会などについて

御協議をいただきたいと思いますが、このよう

に取り進めてよろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○押川委員長

します。

それでは、意見交換先入室のため、暫時休憩

をいたします。

午前10時２分休憩

午前10時３分再開

。 、○押川委員長 おはようございます それでは

ただいまから宮崎県議会総合交通・観光・経済

対策特別委員会と物流関係団体の皆様方との意

見交換会を始めさせていただきます。

私は、当委員会の委員長の押川修一郎でござ

います。本日は、大変お忙しい中でありますけ

れども、御出席をいただきまして、まことにあ

りがとうございました。本日は、各団体様の現

状や課題等についてお伺いをしますとともに、

本県の物流のあり方について意見交換会をさせ

ていただきたいと思いますので、どうぞよろし

くお願いをいたします。

次に、委員の紹介をさせていただきます。

最初に、私の隣が田口雄二副委員長です。

、 、続きまして 皆様から見て左側でありますが

緒嶋雅晃委員であります。

外山衛委員です。

山下博三委員です。

島田俊光委員です。

日高博之委員です。

続きまして、反対になりますけれども、右側

でありますが、井本英雄委員です。

井上紀代子委員です。

新見昌安委員です。

図師博規委員です。

徳重委員でございます。

それでは、早速でありますが、各団体様の概

要説明をお願いしたいと思います。

まず、宮崎県トラック協会様からお願いをい

たします。

おはよう○野中宮崎県トラック協会専務理事

ございます。御紹介いただきましたトラック協

会の野中でございます。日ごろより、トラック

協会全般にわたりまして、御支援いただいてお

りますことに感謝を申し上げたいと思います。

また、本日は、特別委員会にお招きいただいた

ということで、また、後ほど意見交換させてい

ただけるということで重ねてお礼を申し上げて

おきたいと思います。

私どものほうからちょっと資料は用意させて

いただきましたけれども、トラック運送業界の

現状、それに、資料１から資料５、参考１とい

うことでちょっとつけさせていただいておりま

すので そちらをごらんいただきながら ちょっ、 、

と説明をさせていただきたいと思います。

一番の課題としては、やはり、ドライバー不

足とドライバーの高齢化、それから、長時間労

働の業界ですから、そういった意味では、これ

はいかに抑制するかというのが今一番の課題で

はないかというふうに思っているとこでありま

す。

それでは、業界の現状について、１ページを

ちょっとお開きいただきたいと思いますけれど

も、国内の貨物輸送量、営業用トラックが６割

強、自家用を含めますと９割以上を占めており

ます。規模で見ますと、10両以下が57％を占め

て 30両以下まで占めるともうこれで９割になっ、

てしまうということで、中小企業、いわゆる経
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営基盤が非常に弱い状態だということでありま

す。

営業利益率でも、平成20年にリーマンショッ

クが起こったわけですけれども、赤字経営とい

うことで、全事業者の３分の２が赤字となって

おります。

そこに、全国ベースの事業者数が書いてござ

います。平成２年に規制緩和が小泉政権のもと

で行われました。４万社から平成25年度で６

万3,000社、1.57倍にふえておりますし、車両数

も105万5,000両余りから137万2,000両というこ

とで、1.3倍になっております。

宮崎県は、数値ちょっと入れておりませんけ

れども、平成２年に226社、平成25年が510社、

実に2.26倍、車両数も6,800台から１万800

台、1.57倍となっておりまして、どちらも、全

国、九州ベースを上回っているということで、

輸送量が伸びておりませんので、過当競争を強

いられているという状況であります。

次に、２ページでございますが、主要産業別

の平均月間労働時間並びに給与額、時間当たり

の賃金が記載されております。平成26年度を見

ていただきますと、全産業に比べまして、月間

、 、労働時間は40時間余り長い 給与額は２万安い

時間当たりも600円低いということで、我々ト

ラック運送業界は、賃金で見る限り、他の産業

に比べ、労働時間が長い、賃金が低いというこ

とが一目瞭然ではないかと思います。

現在、労働環境が非常に悪いということで、

環境改善をしていかなければならないんですけ

れども、現状のままでは、若年層の就労者は全

く来ないということでございました。

現在、雇用延長ということで、団塊の世代の

方々に頑張っていただいて、ドライバー不足に

対し何とか今取り組んでおりますけれども、数

、 、年後には この人たちが抜けていかれますので

非常に厳しい状況になることが予測されており

ます。

３ページ、４ページに、原油価格と軽油価格

ということで、一応下落、あるいは落ち着きつ

、 、つあったんですけれども 燃料価格については

きょう見てもらうとわかるんですけれども、あ

くまでも高どまり状態だということです。ピー

ク時に比べては下落をいたしました。しかし、

直近の平成21年度に比べても リッター当たり18、

円以上の値上がり状態が続いております。運送

費に占める燃料費の割合は依然高く、経営を圧

迫しているという状況であります。

今、国のほうに、平成28年度の税制改正要望

の中で、軽油引取税の当分の間、税率の軽減を

初め、燃料関係諸税の負担軽減、こういったの

も今お願いしている状況であります。

５ページ、６ページに、先ほど言いました、

業界の一番喫緊の課題として、労働時間をいか

に抑制して、改善基準という我々独自の労働時

間があるわけですけれども、別添の参考資料に

つけておりますけれども、これをいかに遵守で

きるのかということに今取り組んでいるところ

でございます。

５ページのとおり、ことしの４月に、労基法

の一部改正、法律が閣議決定されております。

このままいけば、平成31年４月から、月に60時

間を超える時間外労働につきましては、６ペー

ジのとおり、今まで猶予されていた中小企業、

我々99％そうなんですけれども 割増賃金率が25、

％から50％に引き上げられるということであり

ます。全産業中で時間外労働が一番多いと言わ

れておりますトラック業界で、大きな問題が出

てまいりました。

ただ、長時間労働につきましては、私どもだ
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けじゃなくて、お客さん、荷主さんというんで

すけれども、長時間の荷待ちをしたり、荷下ろ

し時間、こういうのがかかったり、あるいは複

。 、数の下ろし箇所が出てくる こういったことで

我々だけではとても改善できないという問題が

発生をしております。荷主さんの都合によるも

のが多いんだということで、当然そういった理

解を得ながら取り組まなければならないだろう

というふうに考えております。

これが、今のまま施行されますと、先ほど申

し上げたとおり、業界は人件費が大きく跳ね上

がることになりまして、一層経営が成り立たな

くなる可能性もあるということで、適正運賃の

収受とか、あるいは労働時間削減、これはもう

喫緊の課題であろうというふうに思っておりま

す。

７、８、９ページです。じゃあ、これらにど

うして対応していくかということで、国のほう

もようやく動いていただきまして、長時間労働

抑制に向けた取り組みということで ロードマッ、

プが作成されております。中央、地方、荷主、

行政、トラック業界、一堂に会した協議会を設

置いただいております。労働時間問題について

協議をして、実態調査をやろう、あるいは実証

実験をやろうということで、労働時間短縮のた

めの助成事業もやるというようなことが今言わ

れているところであります。

８ページの下段のほうに スケジュールが載っ、

ているとおりでありまして、既に、宮崎県でも

労働局、あるいは宮崎運輸支局などと、第１回

の地方協議会を８月６日に開催をいただきまし

た。

資料３に新聞記事は載せております。

この状態で、長時間労働抑制されないと、我

、々業界は大きな負担増となりますよということ

具体的長時間労働抑制のために、何とか改善方

策を目指していこうということで、お互いの意

思を確認できたところでございます。

、10ページをごらんいただきたいと思いますが

そこに入ります背景として、ことしの１月に、

北海道の運送事業者が乗務員の改善告示、労働

時間問題で30日の事業停止を受けてしまいまし

た。九州は、北海道よりもさらに無理な運行を

今強いられております。日本最南端ハンディー

。があるということで危機感を募らせております

。実際に宮崎の運行実態調査もやってみました

ほとんど違反の状態でした。現状では、改善基

準告示は不可能だと、長距離輸送を行う運送事

業者が、こういった労働関連法令をしっかり遵

守できるようにということで、今見直しをお願

いをいたしました。これは、国土交通大臣なん

ですけれども、九州など地域特性を配慮してほ

、 、 、しいこと それから フェリーに乗った場合に

２時間労働時間として休憩してても拘束されて

おります。これを休息時間としてほしいこと。

それから、処分をされたんですけれども、一発

で処分じゃなくて、それまでに改善指導してく

ださいよというお願いをいたしました。それ

が、10ページ、11ページの中で指導方針という

ことで、まず、指導させて、改善することを優

先させましょうということを言っていただきま

した。フェリー時間についても11ページのとお

りです。拘束時間２時間は全て休息時間として

扱ってよろしいということになりましたんで、

運行計画に余裕ができましたし、改善基準告示

遵守について、少し守りやすくなったというこ

とと、過労運転防止にもつながるんではないか

ということで、もう既に９月１日から施行され

ておりますので、非常にありがたいというふう

に思っております。
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12、13、14ページがトラック産業の活性化と

いうことで、特に、我々は中高年層、男性労働

。 、力に依存した状態であります このまま行けば

将来的には深刻な労働力不足に陥るんだという

ことで、調べましたら、約６割、多いところで

は8割の方がやはり人手不足感を感じておりま

す。年齢構成比でも、40歳以上が７割、ほかの

産業に比べても非常に高いということ、逆に30

歳未満が多い、若者の新規採用はほとんどない

という状況が出てまいりました。

女性につきましても、全産業では42％ありま

すけれども、運送業は、女性ドライバー2.4％と

極端に低い状況です。特に、トラガールのサイ

トを立ち上げたり、経営者の啓発強化、それか

ら、女性が働きやすい環境の整備を今国のほう

、 、にも要望をいたしておりまして 業界としては

平成32年までに倍増していきたいというふうに

思っています。

ドライバー不足解消にはもう給与所得を上げ

ることとか、時短など労働環境、これをよくす

ること、もうこれしかありません。そのために

は当然コストがかかります。適正な運賃をもら

わなければやっていけない分もあります。我々

も努力しますけれども、荷主さんの理解を得な

がら、行政の支援をいただければと思っており

ます。

最後に、15ページですけれども、中型免許問

題（準中型免許 、今国会で成立をさせていただ）

いております。２年以内に、早ければ、平成29

、 、年の４月ですか スタートできるということで

今まで20歳以上でないと中型免許とれなかった

のが、18歳から取得できるということになりま

した。我々は即戦力として高校を卒業したそう

いった方を、コンビニの集配とか、そういった

ものに雇い入れすることができるようになりま

した。非常にありがたいというふうに思ってお

ります。できれば、一日でも早い前倒しの施行

をお願いできればというふうに思ってます。現

状課題たくさんあるんですけれども、御理解い

ただきながら、また、後ほど意見交換等、意見

頂戴できれば幸いであります。ありがとうござ

いました。以上でございます。

ありがとうございました。○押川委員長

次に、ＪＲ貨物様、よろしくお願いいたしま

す。

○橋元日本鉄道貨物（株）九州支社九州北部支

私は、日本鉄道貨物（株）九州支店副支店長

社北部支店大分宮崎営業所担当の橋元と申しま

す。本日は、このような物流の意見交換会とい

うことにお呼びいただきまして、本当に感謝い

たします。この場をかりまして、うちの現状を

。 。報告したいと思います よろしくお願いします

座って御説明いたします。

それでは、資料のＪＲ貨物のはじめにという

資料、これから説明させていただきます。

初めに、簡単にＪＲ貨物鉄道輸送の御案内を

させていただきたいと思います。

鉄道貨物では、さまざまなメリットがあり、

環境負荷が最も少ないことが上げられておりま

す。国内の貨物輸送には、多様な輸送モードが

ありますが、中でも鉄道貨物輸送はＣＯ の排２

出量が最も少ないことも特質であります。これ

からのモーダルシフトの担い手になるというふ

うに感じ取っております。

また、環境負荷の取り組みと申しまして、エ

コレールマークの認定の推進、それから、さま

ざまな貨物に対応できるコンテナの技術開発、

それから、時代背景に対応したダイヤ改正の策

、 、定 全国コンテナ取扱駅のネットワークの構築

類似商品での養生対策による荷役事故防止の水
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平展開、それから、鉄道輸送による一貫輸送で

の安全確実な廃棄物輸送の提案、それから、低

コストでスピーディーで小ロットに適したＳＥ

Ａ＆ＲＡＩＬのサービスと、これ国際物流サー

ビスというふうに我々は呼んでおります の─

提供等を中心に現在取り組んでいるところでご

ざいます。

実際に、宮崎県には、佐土原ＯＲＳ、これオ

フレールステーションと後で出てきますけれど

も、ＯＲＳはオフレールステーションの略でご

ざいます。ここにつきまして、平成26年度の取

扱量から見てみたいというふうに考えておりま

す。

まず、そこに示す図がございます。佐土原Ｏ

ＲＳの発着、発送と到着ですね 総トン数と─

いうことで、到着割合が62％、５万2,800トン、

それから、発送のほうが３万1,500トンというこ

とで38％、ここでもうアンバランス、バランス

がとれておりません。まず、これが１点問題で

す。問題提起としまして、一番最後のほうで説

明申し上げます。

あと平成26年度の発送品目別ということで、

発送の３万1,492トンの内容の内訳です。ここに

ありますように、農産品が40％、それから、食

料品が25％、それから、工業品が25％、あとそ

の他貨物として16％というふうな内訳となって

ございます。

。次の２ページを見ていただきたいと思います

これが、平成26年度の一覧なんですけれども、

一番多いのが40％の農産品ということなので、

農産品を中心に説明させていただきたいという

ふうに思います。

ここに棒の表があります。ここを見ますと、

月別ということで、４月のピーマン、紫色なん

ですけれども、圧倒的にこれ出ております。あ

とそういった品目、内容の農産品、青果物がご

ざいます。あと下の表にいきますと、宮崎経済

連さんの扱いが一番多いということなんで、こ

の赤棒でまず４、５、６、それから、11、12、

１、２、３ということで、これらの月が非常に

多いということになってございます。

続いて、３ページ目を説明させていただきま

す。

３ページの上の表、ここに、内容の内訳を書

。 、いてございます 宮崎経済連さんが8,290トンと

それから、全農物流さんが975トン、あと他商社

関係ということで、そこに内訳が出てございま

す。もう圧倒的に経済連さんの扱いの青果物が

多いということになっております。

その下の表、今度は、野菜を、さっきの棒グ

ラフちょっと見にくかったんで、こういうふう

にまとめて表にしてございます ピーマン キュ。 、

ウリ、キャベツ、こういった品目が多いという

ことになっております。

続いて、４ページ目でございます。26年度の

今度は発送トン数別ということで、月別で上げ

てございます これも棒グラフの表が見にくかっ。

たので、こういった表にしました。ここはもう

割愛させていただいて、この下の表です。着駅

別ということで、東京（タ）の（タ）というの

はターミナル駅の略です。それから、上のほう

に、赤、札幌（タ 、北海道です。札幌ターミナ）

ル、こういったところの物量、あと名古屋も多

いということで、1,295トン、扱い量が多いとい

うことになってございます。

次にいきます。これは、経済連さんではない

んですけれども、全農さんのお野菜ということ

で、975トンございますので、約1,000トン近い

ということの内容で、着駅が盛岡のほうが685ト

ン、あとはここに書いてあるさまざまな駅でご
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ざいます。あと下のほうが、全農さんの月別の

実績ということでまとめてございます。

あと最後のページになりましたが、上の表で

他商社のミカンということ、これ別計として上

げてございます。

本題にちょっと入るわけでございますけれど

、 、も 佐土原ＯＲＳ オフレールステーション─

現状の問題点としまして、宮崎市内の集荷拠点

付近、いわゆる宮崎の駅近く、ここにＪＲ貨物

の駅がないということが大きな問題になってお

ります。郊外型ＪＲ貨物駅というふうになって

おります。

あと清武、田野、それから、宮崎中央です。

ここからの青果物、工業品も含めてなんですけ

れども、貨物の物流が非常に多いと。それと、

佐土原ＯＲＳまでの主要道路がもう非常に混雑

するということで、今のところ、一ツ葉有料道

路を毎日三、四回使っているのが実態で、トレ

ーラー料金も700円ということでかなり高いとい

うことになってございます。

。 、あと延岡駅についてです 佐土原というのは

鉄道は走ってないんだけれども、代行輸送とし

て、トラック輸送で延岡まで持ってきて、延岡

からいわゆる鉄道輸送、いわゆるＪＲ輸送にす

るということなんで、その区間が75キロ、約２

時間かかります。問題点はさまざまございまし

て、国道10号線が１本しかないということで、

事故等の場合は乗りおくれということで、利用

タイムが１日延びますとということで、その下

に列車が２本ございます。4074列車、それか

ら、4076列車、4074列車というのにつきまして

は、締め切り時間が18時50分、そうすると、こ

れも集荷しても、完了まで入れて、宮崎出るの

が16時50分に出ないと間に合わないということ

になるわけです。ですので、そうすると、それ

までの集荷がおくれるとか何とかがあれば、リ

ードタイムもそのまま延びてしまうという実態

になってございます。

あと国道10号線、これが１本のみで事故とか

渋滞の情報が、当然のごとく無線がありますか

ら、また、今携帯がございますんで、トラック

の情報交換やっております。その場合は、東九

州自動車道を使用をということにしてございま

す。一番近い最寄り駅が西都、ここなんで、西

都から延岡南、ここまでトレーラーで5,400円、

それから、西都から10トン車、これ、コンテナ

の二個積みトラックというんですけれども、こ

れが3,150円というふうな金額になってございま

す。

もうこれはずっと十数年やってきておること

なんですけれども、宮崎県の野菜はフレッシュ

が売りということで、そのために、延岡の発車

時間に合わせた積み込みが基本になっておりま

すので、先ほど申しましたような、２時間前よ

り早く締めないとその列車に間に合わないとい

うことで、かなり生産者の方も非常に作業を強

いられておるというのが実態でございます。

あと佐土原ＯＲＳの発着がアンバランスとい

うことで、急を要するコンテナの回入いわゆる

当然のごとく、貨物というのは５トンコンテナ

が基本でございまして、このコンテナがないと

発送ができませんので、この回入等が延岡から

頻繁に入ることが不可能ということのアンバラ

ンスがあるために、こういったことが起こって

いるということでございます。

あとちょっと書面では書いてないんですけれ

ども、今貨物のＯＲＳの現状ということで、こ

の場をかりまして若干説明させていただきたい

、 、 、 、というのが 佐土原ＯＲＳ ここで 弊社では

平成28年度の鉄道事業の黒字化に向けて、さま
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ざまな今構造改革を進めているところでござい

ます。また、コスト削減に向けて相当な自助努

力もやっております。内容としましては、管理

職員の給与カット、これは今ずっと継続してご

。 、 、 、ざいます それから 人件費の抑制 それから

調達部というのを設置しまして、資材調達用の

削減とか、そういった効率的な設備投資の見直

しということもやってございます。あと昇給の

ゼロベース、余り企業的にはよくないんでしょ

うけれども、こういった上昇費の見送り、それ

から、不要なコンテナの回入、これが、今大き

な問題になっておりますけれども、そういった

などなど圧縮できる限りのことを今取り組んで

いるところでございます。

しかしながら、依然として、鉄道部門では赤

字が続いております。その原因の大きな一つと

しては、先ほども説明したとおり、全国にＯＲ

Ｓというのが36カ所ございますけれども、ここ

が非常に大きな赤字となっているのが上げられ

ます。その中の一つに、当然のごとく佐土原も

今含まれているという危機感をもった駅になっ

てございます。

、 、そもそも収支改善策としまして 佐土原駅は

列車が佐土原まで走っていたとき、固定費等が

、 、膨らむということで いわゆるトラック代行駅

自動車代行駅にしたんでございますけれども、

それでも、アンバランスが伴いまして、現状残

されたのは、赤字が膨らんでおるというふうな

非常に苦しい実態になっております。

現在、鉄道輸送をやめてから、ちょうど17年

経過しております。平成10年の10月、ここがト

ラック代行にかわりましたんで、収支の改善が

今のところ全く進んでいないという状態でござ

います。

先ほども一番最初出てましたけれども 発が38、

％から37％、それから、着が63％から62％です

。 、 、ね このために 一番大きな問題としましては

到着荷物が佐土原に多いです。そうしますと、

到着後の空コンテナ、これが、当然のごとく佐

土原に余ります。そうすると、その空コンテナ

を延岡まで運ばなくてはならないということが

出てきます。延岡まで運べば、空であっても代

行費用を払います。そうすると、その部分が全

く空であるにもかかわらず、発がないんで赤字

。というふうな実態が今大きな問題になっておる

この関係で、いわゆる佐土原が赤字ということ

になっております。

もう何としてでも、現状の物流体系を維持し

たいと我々考えております。ここにお集まりの

皆様方の関係者のお知恵をおかりしまして、発

送貨物の上昇、それから、運賃改定など含めて

何がいいのか、ちょっといろいろ四苦八苦して

おりますけれども、収支改善につながる方向性

を模索したいと考えております。

以上ですが、簡単に説明いたします。どうぞ

ありがとうございました。

ありがとうございました。○押川委員長

次に、ＪＡ宮崎県経済連さん、よろしくお願

いいたします。

○廣瀬宮崎県経済農業協同組合連合会園芸部園

ＪＡ宮崎経済連園芸販売課の廣瀬芸販売課長

といいます。よろしくお願いいたします。

私のほうから、宮崎県の農産物の輸送につき

まして、現状を御説明いたします。

ＪＡ宮崎経済連地区別輸送手段別実績という

ことで書いてあります資料に基づきまして、御

説明いたします。

農産物ということで、私のほうは、畜産物は

含みませんで、園芸の野菜、それと、果物関係

の販売をさせていただいておりますので、そち
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らの輸送状況ということで、お伝えさせていた

だきたいと思います。

まず、１ページ目に、野菜の取り扱いという

ことで、11万4,404トンということで、経済連、

昨年度取り扱いがあります。おおむね経済連が

取り扱います青果物については15万トンと言わ

れてます。野菜で11万4,000トン、２ページ目に

あります果実、１万2,000トン、あと２万トンに

つきましては、加工原料、例えば、ホウレンソ

ウの加工だったり あとキャベツの加工向けだっ、

たりということであります。

私のほうは、主に市場出荷向けの農産物流通

というところで今集計しておりますので、こち

らの11万4,000トンは市場向け、市場流通を通じ

た販売の数量ということで、まず御認識いただ

ければというふうに思います。

輸送別でいきますと、東京地区のほうに27％

出荷をしております。名古屋地区、こちらは、

愛知県、それと、静岡、岐阜の東海３県のほう

になっていきますが、９％になります。大阪地

区は、京都、大阪、岡山まで含みますところの

京浜、京阪神地区ということで27％、福岡地区

につきましては、広島から以西、広島、山口、

それと、九州島内全てという形で23％となりま

。 、 、 、す 県内 宮崎県が10％ その他ということで

主に北陸地区になるんですが３％、あと北海道

地区が１％という形で、野菜のほうを出荷して

おります。

主な輸送手段でございますが、その円グラフ

の下のほうでありますけれども、それぞれの地

域別に輸送手段ごとに出させていただいており

。 、ます 合計のほうのところだけ申し上げますが

トラック輸送につきましては10万トンというこ

、 。とで 90％の輸送をトラックに頼っております

、 。海上輸送につきましては 約５％でございます

ＪＲ輸送につきましては、5,832トンということ

で５％ということで あと航空便が64トンで 0.1、 、

％となります。

先ほどのＪＲ貨物さんからも御説明ありまし

た8,000トンと、私たちが拾ってます約6,000ト

ンでは、2,000トンほど差がありますが、先ほど

申し上げました加工原料、キャベツなどを鉄コ

ンで出荷した場合などがありますので、そうい

うものの差額という形で見ていただければとい

うふうに思っております。

また、トラック輸送も90％ということであり

ますが、トラックがフェリーに乗っていく分に

ついても、トラック輸送という形でカウントは

させていただいておりますので、90％という数

字となっているということで御確認いただけれ

ばというふうに思います。

同じような形で見ていきますが、２ページ目

。 、に果物のほうであります 果物につきましては

果樹・果実という形で出させていただいており

まして、１万2,397トンの33％が東京です。やは

り、完熟マンゴー、完熟キンカンが主体となっ

てきます本県果実におきましては、３割強を東

。 、京地区で販売しております 名古屋地区が８％

大阪地区が16％ 福岡地区が９％ 県内地区が15、 、

％、その他地区18％、これは四国とかいろいろ

、なところにキンカンなどを出しておりますので

その他地区ばらばらとなっておりますので、数

字が上がっております。あと北海道地区が１％

という形です。

こちらを見ましても、トラック輸送が97.3％

ということで、トラック輸送の割合が多いわけ

です。あとは海上コンテナ0.1％、ＪＲコンテナ

が１％、航空便が1.5％というような輸送手段別

の出荷比率という形となっておるとこではござ

います。
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このような出荷物でありますが、現状の宮崎

県の選果場状況を３ページ目に出させていただ

いております。宮崎に13ＪＡありまして、それ

ぞれのＪＡが選果場、それと、集荷場という形

があります。集荷場も特に県北、中山間地域に

は、職員が常駐せずに、物だけ持ってきていた

だくところという形もありまして、合計で84カ

所があります。この84カ所からそれぞれの拠点

の選果場、各ＪＡの選果場まで配送を横持ちを

かけて選果をして、また、それぞれの13ＪＡの

ほうからトラックなり、ＪＲコンテナで出荷を

していくという体制を現状とっているところで

ありますので、県内の中山間地域から横持ちす

るだけでも、特に日向地区などは、椎葉から日

向まで持ってくるのに、おおむね１日かかって

しまうという形で、県内輸送についても大変苦

慮をしているところであります。

４ページ目が、今度は宮崎から出荷をした際

に、どのくらいの時間で発送しているかという

ところでありますが、青果市場への販売であり

ますので、①にありますように、午前４時まで

にはつけておかないと競りに間に合わないとい

うことがあります。また、今は、競りより相対

販売ということで、事前予約取引というものが

青果物取引の主流でもありますので、基本的に

は夜中の12時までには届けていただきたいとい

うのが希望であるところで、今やらせていただ

いております。

また、中継所というところがありまして、東

京や名古屋、大阪は、それぞれ市場があるわけ

なんですが、それ全て市場を回っていくと全く

時間が足らないということもありますので、中

継所に下ろしまして、中継所からさらに市場に

配送するという形で、二段階輸送という形にも

なっているとこでもあります。

宮崎から発送した場合、エリア１というとこ

ろで、宇部・下関・九州・県内というところで

ありますが、これは、きょう出荷すればあした

の競りには間に合うというところでのエリアと

いうことで御確認いただければと思います。エ

、 、 、リア２というところでありますが 新潟 長野

関東、名古屋、関西、中国、四国、こちらにつ

きましては、きょう出荷しまして、あさっての

競りに係るというところで、おおむねこのエリ

ア２というところが多いわけです。エリア３に

つきましては、しあさって、札幌までにつきま

しては、４日目の販売という形でさせていただ

いております。エリア４というところは、さら

に１日かかるというところで、旭川、以北が取

引市場という形となるということで御確認いた

だければというふうに思います。このような形

で青果物の配送をさせていただいております。

課題のほうでありますが、やはり、トラック

の規制ということで、先ほどトラック協会のほ

うからありましたように、速度規制なりありま

すので、やはり、今、先ほどエリア１とか２と

いう形でやっておりますが、今まで運んでいた

市場に運べないと、時間が間に合わない、もし

くは運転手さんの労働時間を超過してしまうと

いうこともありますので、我々には、下ろし箇

所数というか、出荷先を制限してほしいという

ところの要請もありまして、重点市場並びに市

場の再整理をさせていただいているところであ

ります。

また、下ろし箇所数が、なかなか削減できな

い場合は、先ほどありましたように、中継所に

、 、入れまして 中継をするという形でありますが

そうしますと、中継コストがかかります。それ

が生産者負担という形にもなってきますので、

なかなか農産物の販売価格が上がらない中での
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コスト増は、なかなか厳しい面があるところで

もございます。

また、先ほどのＪＲコンテナさんのほうで月

別の出荷状況が出ておりましたが、本県におき

、 、 、 。ましては 夏物が少なく 冬 春が物が多いと

特にハウス園芸地域ということでもありますの

で、やはり、夏場の輸送がトラック１車満載に

ならないということが多々ありますので、今、

一元化、県下一本となって、各ＪＡの少ない荷

物を１車にまとめるような形をとっていこうと

いうところでも、今取り組みをさせていただい

ております。

また、モーダルシフト、ＪＲコンテナ、海上

輸送ということのコンテナを利用しようという

形でやってはおりますが、やはり、これは、ト

ラックとのバランスというのもありますので、

そこは十分に気をつけながら配送のほうをやら

せていただいております。

さらに課題となっていますのが、現状、先ほ

どありました84カ所の集荷場、選果場あります

が、トラックで一元的に配送をしようとします

と、生産者から一旦持ち込まれまして、選果を

した荷物を一時的に保管しておかないといけな

いということで、今まではもう選果し終わった

らすぐトラックに載せて出荷をしていたと、ま

だ物量もありましたので、それで、車単位で出

荷できていたわけなんですが、年々、農産物も

減少傾向にある中で、やはり、隣のＪＡさんと

積み合わせをしていかないといけないというと

、 、ころも出てきておりますので そうなりますと

予冷庫が必要ということで、現状あります予冷

庫では、１日分丸々詰め込むことがでないこと

もありまして、県内各地区の予冷庫の再編整備

という形をやらせていただいておりますが、な

かなか補助事業もない中、厳しい状況の中でし

なくては、予冷庫整備が早急には進まないとい

うところも課題という形で今あるところでござ

います。

また トラックのほうで 先ほど 海上のフェ、 、 、

リーコンテナに乗った際に、運転手さんの休息

時間という形になるということでもありました

ので、我々としては、フェリーの時間に間に合

わせるように出荷をしたいということで、早期

出荷に取り組んでおります。早期出荷するとい

うことは、先ほども申し上げましたように、選

果したものを一時的に保管して、翌朝出すよう

な形で、翌朝することによって、朝、午前中の

うちから積み上げをしてから出荷をするという

体制で早期出荷を実現していこうということで

取り組んでおりますので、このような対策も含

めて取り組んでいるということで御紹介をさせ

ていただければと思います。

私のほうからは、以上で説明を終わらせてい

ただきます。よろしくお願いします。

ありがとうございました。○押川委員長

次に、木材協同組合連合会様、よろしくお願

いいたします。

宮崎県○高嶺宮崎県木材協同組合連合会理事

木連の理事をしております高嶺木材の高嶺とい

います。よろしくお願いしておきます。

御承知とは思いますけれども、私どもの業界

は製材業という立場でございまして、きょうの

説明につきましては、製材品の出荷の状況とい

うことを御報告したいと思いますので、どうぞ

よろしくお願いしておきます。

ただ、製材業の製品というのが、従来は製材

したらそのまま出荷する、沖縄とか、そういう

ところは、まだ生材といいますか、グリーン材

で製材品を買って建築に使うというようなのが

、 、 、 、あるんですけれども 関東 関西 中京等では
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ほとんど乾燥した木材であるＫＤ材ということ

になります。生材の場合には、１立米当たり0.7

を掛けたときが重量といいますか、１立米当た

り0.7トンと。ところが、乾燥してＫＤ材、平角

とか小割材とかによって違うんですけれども、

乾燥して平均したときには、大体0.4ぐらいです

から、１立米が0.4トンという形で、後で説明し

ますが、総数量が74万9,000立方ということにな

りますと、0.5を掛けたぐらいが、生材と乾燥材

の総トン数ということで、大体37万5,000トンぐ

らいになります。立米数がどのぐらいのトン数

かというのをまず最初に御説明して、後は座っ

て説明したいと思います。

それでは、お配りしております一枚紙なんで

すけれどもごらんいただけると、私のほうから

は、製材品の県外出荷に係る輸送の現状と課題

について説明させていただきます。

まず、製材品の出荷先の出荷量ですが、表を

ごらんいただきますと、数字の上のほうが出荷

量でございまして、下のほうが割合をあらわし

ております 平成25年度の出荷量は 県全体で74。 、

万9,000立方で、このうち県内が24万6,000、県

外が50万3,000となっております。

生産された製材品の約７割が県外に向けて出

荷されております。その割合は年々増加傾向に

ございます。出荷先別に多い順から見てみます

と、九州管内が37.8％、関西圏が7.5％、中京圏

が5.9％、ついで沖縄、首都圏の順になっており

ます。これは、ほぼ輸送コストの順番となって

おります。傾向として、輸送費の嵩む首都圏の

割合が急激に減少しております。関西、九州、

中京が伸びてきております。これは、本県の主

力は杉でございまして、同じく、杉の産地の北

関東、南東北との競争で輸送コストの分不利と

。なっていることが背景にあると思っております

、 、 、 、特に ここ五 六年ぐらい前から この北関東

南東北といったところに、大型国産材の工場が

できたために、今までは、向こうのほうに大型

工場がなかったもんですから、特に関東あたり

が強かったんですけれども、最近は大型工場が

向こうにできたため、首都圏のほうは輸送費が

安いということで、非常に関東圏のほうが今厳

しくなっていると、もうほとんど輸送費が背景

になっているというふうに思っております。

今後の目標なんですけれども、県の長期計画

では、平成32年度の県外出荷量を今のプラス10

万立方で60万5,000立方まで伸ばすとしておりま

すけれども、業界としては、今、日向のほうに

中国木材さんも来られて、最近、生産量も今の

ペースでいくと、製材製品だけでも原木換算で

すけれども、30万立方ということですから、半

分に見ても15万立方の製品ができてきます。

最終的にこれが50万とか60万というふうな計

画を少しずつふやしていくというふうにされて

おりますんで、大半が県外出荷ということにな

ろうかと思いますんで、県がプラス10万立方と

いう数字を上げているんですけれども、私の個

人の意見としては、それ以上のものになってい

くんじゃなかろうかというふうに考えます。

次に、輸送上の現状と課題でありますけれど

も、まず、現状ですけれども、製材品を出荷す

る際の輸送手段としましては、九州管内は全て

トラック輸送なんですけれども それ以外はフェ、

リーとトラックの組み合わせで運ばれておりま

す。使用します輸送手段は受注量によって、25

トンのトレーラーだったり、４トンから15トン

のトラック、ごく少量の場合は宅急便を利用し

たりします。手段としては多様であると思いま

す。この宅急便を利用する場合が、杉やらヒノ

キでつくった壁板とかフローリング、こういう
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ものが少量の注文が入りますんで、トラックの

大型を利用するほどの量の注文は来ないと。た

だし、急ぐというようなことで、そういう宅急

便も最近は使われるようになってきました。

それと、各製材工場では、常時使っている運

送会社が四、五社ぐらい取引、多いところはま

だそれ以上あると思いますが、受注した商品の

荷下ろしの場所、回数、その運賃によっていろ

んな運送会社さんに相談をしまして、運送屋さ

ん、トラック協会の方がいらっしゃるので言い

づらいんですけれども、少しでも安いところに

。お願いするというようなのが現状でございます

それと、よく製品の物流について県とか国か

らアンケートが来ます。一番困るのが、どこの

ルートを通じて首都圏に行ったかとか、関東、

大阪に行ったかというアンケートが来るんです

けれども、私たちは、工場の中で積み込みをし

て、その運送屋さんのトラックがどのルートを

走って、例えば、関東なら関東に行ったかとい

うのを、もちろん指定もできませんし、その運

送会社さんが一番安いコストで運ばれる方法で

やられていると思うんです。ただ、トラックに

積んだことは間違いないんですけれども、宮崎

のフェリーを利用されるのか、また岡づたいに

ずっとそのトラック屋さんの都合で運ばれるの

かというのが、流れがつかめないというのが現

状でございます。

それと、最近は、非常に発注する側が在庫を

持たないことも多く 前はトレーラー単位で買っ、

てくれって在庫を持っていって、小口的に販売

されてたんですけれども、木材の場合は、すご

く種類が多く、ヨーロッパ材、アメリカ材、そ

して、日本材ということで、１軒の家を建てる

ときに、100種類ぐらいの木材の種類が要るんで

す。また、杉の場合は、邸別発送というような

注文が入った時点で、棟上げの日が決まってま

す。じゃあ、プレカット工場にいつまでに届け

出られるんだったら注文をすると、間に合わな

ければほかを探すというような、時間的な制限

があるというような非常に頭が痛いといいます

か、課題が多いところでございます。

今後の課題は、今言ったような、納品の短期

化というものと、やっぱり、今、私たちがやっ

ているやつで、少しの量で運んでくれる週末便

とよく言うんですけれども、週に１回いろんな

とこから、木材だけかどうかはわからないんで

すけれども、木材を取りにきて、週末に発送し

て、少しの量でも下ろしてくれる運送屋さんが

いらっしゃいます。週に１回ですから、月曜日

に注文が来たやつじゃあとてもないけれども、

その週末便には間に合わなくて、納期が間に合

わなくてもうキャンセルということになります

ので、願いたいのは、この週末便を週に２回か

３回ぐらいあると、小口化した注文に対応でき

るようになるんじゃないかなというふうに思っ

ております。

どうしても、木材の場合は、重くてかさばる

商品でございますので、物流コストの割合が高

くなっております。こういうように、また産地

間の競争等も始まっておりますので、これに勝

ち抜いて、いつまでも宮崎県杉生産で日本一を

誇るためには、製品の流通というものが非常に

大事になってくるんじゃないかなというふうに

考えております。こういうことが、自分たちに

製材業といいますか、木材関係に課せられた課

題だと思っております。

県木連からは以上の説明です。

ありがとうございました。○押川委員長

各団体様の御説明が終わりました。これから

は、御説明いただいた事項についての質疑、あ
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るいは本県の物流のあり方などに関する自由な

意見交換会を始めさせていただきたいと思いま

す。まず、委員の皆さん方から、何か御意見等

があればいただきたいと思いますし、団体様の

ほうからも忌憚のない議員に対する御意見等が

あれば、また聞かせていただくとありがたいと

いうふうに考えております。

、 、それでは どなたからでも結構でありますが

よろしくお願いをしたいと思います。

モーダルシフトの件でございます○外山委員

、 、けれども 業界によってはメリットがあったり

デメリットもあったり、いろんな微妙な問題が

あると思うんですが、現状として、宮崎県にお

、 。いて これはうまく機能しているんでしょうか

モーダル○野中宮崎県トラック協会専務理事

シフトというのは、我々にとっては、もちろん

、 。ＪＲさんとフェリー この２つがあるわけです

御承知のとおり、一時期は、京浜航路含めて、

大阪２便、海の国道が３つあったわけです。今

は、もう神戸航路１航路ということで、宮崎か

。 、ら乗れるのにはおのずと限界があります ただ

カーフェリーさんも、今、一生懸命やっていた

だいて、なるべくさばいていただいてますけれ

ども、ほとんど志布志と大分まで時間に合わせ

て行っている状況にあります。

先ほど言ったように、そのためにさっきおっ

しゃっていただいてよかったんですけれども、

早い時間に出すとか、いろんなことで効率化を

図っていただければ、それに十分間に合うとい

うか、高速道路もできたんですけれども、それ

使えば一番いいんですけれども、費用対効果で

どうしてもなかなか使えない、地道を行って当

然間に合うといった形で、やっぱり我々にとっ

てはもう、ちょっとＪＲさん今遠いですから、

もうカーフェリーさんと宮崎の場合やっていく

、しかないんだろうというふうに思ってますので

入れかえのときはちょっと大きな船入れてくだ

さいとか、そういった話を今させてもらってま

す。

以上です。

いろいろ抱える課題等について御○山下委員

説明いただきましたことを厚くお礼を申し上げ

たいと思うんですが、本当に、遠隔地にある宮

崎県ですよね。これはもう大きな長年の課題で

、 、ありまして 大消費地に物を届けようとすると

どうしてもやっぱり物流経費が嵩むこと、これ

はもう大きな課題だろうと思うんですが、なお

かつ、今度は、やっぱり人材が非常に、雇用条

件と雇用の環境というのが、厚労省等との指導

でも非常に厳しくなってきたと。であれば、経

済連さんからもありましたけれども、集荷所の

集約やら、配送地の集約やらです。もうそうい

う課題等もお話をいただきましたように、何と

かやっぱり農家に負担をある程度お願いをまた

していかないといけないんでしょうけれども、

やはり、その辺の環境整理ですよね。例えば、

トラック業界はトラック業界の中でも、どうし

ても給与を上げていかないと運転手を確保でき

ない。その問題があります。経済連さんは経済

連さんで、やっぱり物を集約することに対して

の負担も増加してくる。農家への負担というの

を、やっぱりお願いしていかないといけないと

いうことなんですが、農家さんも、箱代とか、

もういろんな経費がやっぱり手数料等が要るわ

けでありますから、所得も上げていかないとい

けない。その問題整理をしていくための話し合

い、例えば、トラック業界、ＪＲさんもおいで

ですけれども、そこの話し合いの整理というの

、 。は 逐一課題整理等がなされているものですか

○廣瀬宮崎県経済農業協同組合連合会園芸部園
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運賃の交渉といいますか、１年間芸販売課長

運んでいただきますので、毎年交渉をしながら

やらせていただいてます。その中で、先ほど申

し上げました早期出荷の対応とか、あと選果場

での荷さばきといいますか、ここまではＪＡの

職員がやります。ここからの積み込みはトラッ

、ク運転手さんのほうでやっていただきたいとか

そういうところの業務の再整理を進めながら、

お互いに負担のない形でやっていこうと。さら

に、もう昨年は運賃のほうも少し値上げをさせ

ていただいたんですが、軽油等の価格も上昇し

たということでもありましたので、その辺は、

生産者にも御理解をいただいて、もし万が一運

ぶ運送会社がいなかった場合は、本県の園芸販

、売にとっては大変大きな打撃でもありますので

あした運べないと言われるともう大変なことで

はありますので、やはり、そこは運送会社さん

の言われる運賃のところは、のめる部分につい

てはのんでいきたいという形で交渉などを毎年

させていただいてますし、その環境配慮のとこ

ろについては、毎日のことでありますので、そ

こはいつもやらせていただいております。

キュウリ、ピーマンが本県の大き○山下委員

な柱だろうと思うんですが、例えば、農家が、

、 、 、朝 キュウリを ピーマンでもそうなんですが

、 、 、午前中ちぎって そして 選果場に持っていく

共販の場合ですよね。それが、どういう形で時

間のサイクルがわかっていたらちょっと教えて

いただきたい。

○廣瀬宮崎県経済農業協同組合連合会園芸部園

朝、農家さんがキュウリがちぎら芸販売課長

れました。選果場のほうにおおむね午前中まで

に持ってきていただくというような形でお願い

しています。逐一荷受け作業ということで、農

家さんが何キロ持ってきたのかというのをは

かったりとかする必要があります。それを経ま

して、同時進行でもありますが、選果をかけま

して、キュウリだったらＡのＭとかＳとか、も

しくはＢ品、５キロの箱に詰めたりしながら荷

、 、づくり作業をしていくわけなんですが これが

大体５時までかかったり、多いときにはやはり

夜なべをするときもありまして ９時までかかっ、

たりするという形があります。

これまでのところ、やはり、その荷づくり作

業ができた時点で車に積むという形でありまし

たので、５時だったり、４時だったり、もしく

は９時とか、特に九州のものとかは、そのあた

りまで、できる限り遠くを早く出して、近場を

後に出すというような形をとりますので、そう

いうような時間帯でやっておりました。

そうなると、先ほどありましたフェリーの時

間がありまして、今、夕方の７時に出船します

が 出船に間に合わせるためには ６時にはフェ、 、

リーのところに行かないといけない。宮崎市内

だったら、ちょうど夕方の混む時間帯でもあり

ますので、６時に行こうとしますと、５時の前

にはトラックは出ておかないといけない。もし

くは、児湯地区、日南地区だったら、さらに１

時間、２時間プラスという形になりますので、

２時とかにはもうトラックを出発させておかな

いといけないというような事態があります。そ

うなりますと、先ほど申し上げましたサイクル

でいきますと、もう全く間に合わないというよ

うなところでありますので、これを何とか打破

するべく、もう12時には荷がわりといいます

か、12時以降に持ってこられた物とか、10時以

降に持ってこられた物は、翌日に出荷するとい

うような形で、荷がわりの決め事をしまして、

その10時以降、12時以降に持ってこられたもの

については、選果をして、一晩予冷をして、翌
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朝に出荷をするというような形で、翌朝、午前

中のうちから積み込みができれば、フェリーの

ほうに間に合わせることができるということで

やらせていただいてはいます。

ただ、生産者さんから見ますと、やはり、消

費者には鮮度のいい物を届けてほしいという要

望があります。１日予冷庫に寝るというところ

は、なかなか、当初は御理解はいただけにくい

ところではありましたが、昨今の事情などを考

えたり または しっかり予冷をすることによっ、 、

て、到着した荷物が傷むことなく届けられてい

るという実証実験もありましたので、今は早期

出荷ということを、まずもって行うということ

を前提で今やらせていただいているとこです。

市場では、１日予冷をして、次送○山下委員

りというふうになった場合は、今、いつ収穫し

たという日付までやっぱり入れる義務があるん

ですか。

○廣瀬宮崎県経済農業協同組合連合会園芸部園

やはり、いつ収穫したということ芸販売課長

でなった場合、競りにその情報を出してしまい

ますと、やはりイメージが悪いし、都市近郊の

産地との産地間競争で負けていくという形もあ

ります。市場のほうには、元来、出荷日を御報

告をさせていただいておりますので、１日予冷

をしているというところについてや、収穫はい

つしたというところについては、今まで市場の

ほうに情報を毎日提供しているわけでもなかっ

たもんですから、出荷日ですので、出荷日から

競りまでというのは、先ほど申し上げましたエ

リア１、エリア２という区分の中で全く変わっ

ておりませんので、その面では、市場さんの評

価が下がるということはありません。むしろ、

逆に、先ほど申し上げましたように、しっかり

予冷したことによって、冷えたものが届いてい

るということでのそういう評価がなされている

とこでございます。

よろしいですか。○押川委員長

また後で。○山下委員

私は素人なんだけれども、随分前○井本委員

の話で中国が日本に例えばネギなんかを持って

くるときに、土がついたまま船に積み込むと。

船に積み込んで、船の中できれいに洗ったり、

あるいは加工したりして製品にして、そして、

朝、東京付近の港に着いたときにはもう製品に

なってそこで出すと。要するに、乗っている間

を、運んでおる間を有効に使っているわけです

よね。私はいつもいつも思うんだけれども、物

を運んで、たた運ぶだけなんかもったいないん

じゃないか。その間を何か使ったらいいんじゃ

ないのかなと、いつも思うんだけれども、そう

いう発想は、例えば、今は６次産業化と言われ

ているわけですが、トラック関係は、ただ運ん

でいくだけというんじゃあ、やっぱり第３次産

業なんでしょうけれども、やっぱり第２次、第

１次と手を組んで６次産業化していくというこ

とは、どうしても免れないのではないかなと私

は思うんです。

だから、今さっきから言うように、ただ運ん

でいく、５時間なり6時間なり運んでいる間何も

しないわけですよね。といっても運んではいる

んだけれども、もったいないじゃないかという

気が、我々もう素人からすると、その間に何か

こう、今、こんなに機械、技術が発達している

わけだから、例えば、トラックに積んでおる間

に何かこう加工ができないかとか。極端な話で

すよ。どんな格好ができるか私もわからんけれ

ども、そういうイノベーションをやっぱり考え

。 、なくてはいけないのじゃないかと じゃないと

ただ運んだだけでは、本当もったいないと思う
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んです、その間が、時間が。だから、むしろ、

逆転の発想で、時間がかかるから加工ができる

んだと、そういう発想もあってもいいんじゃな

いのかなと私は思うんだけれども、やっぱり常

々、そういうこう、実際にそれに携わった人た

ちは、どうできるかこうできるのかという発想

を、単にもう時間に追われて仕事を一生懸命と

いうてやってるだけでは。トヨタなんかは、も

う常に改善改善、どうしたらコスト削減できる

か、非常に付加価値を高められるかということ

を、常に常に考えている。そういうプラットホ

ームというか、彼らの中には、そういうものが

しっかりしているんです。

、 、やっぱり単にトラックは ドライバーが来て

積んで持っていくぞと、こういうふうじゃ、私

は、そのコストを下げるかどうかとか、人が足

らないんじゃないかとか、そういう話だけで終

わってしまうんじゃないかと。やっぱりもう

ちょっとその辺のことを、やっぱり私はやって

もいいんじゃないのかなと。あの中国さえそん

なことをやっているぐらいだから、かかる時間

を何かもっと有効に使う、そういう発想があっ

てもいいんじゃないのかなと、私なんかは素人

考えだからかもしれんけれども、そう思うんで

すけれども、どうですか。

我々ト○野中宮崎県トラック協会専務理事

ラックは、ワンマンで行くわけですね。もちろ

ん、我々としては、トラックディーラーさんと

冷凍技術とかいろんなもの、保冷技術とか、ど

こにも負けないようなトラックをつくってもら

います。１人ワンマンで持っていくわけです。

ワンマンですから、じゃあフェリーに乗ってる

その時間帯で何かできるのかとかという話はあ

れですけれども、我々輸送は単なる運び屋では

ないんですけれども、そういったことに気をつ

けながら いろんな環境のもとで運ばせてもらっ、

、 、ているということですから できるとするなら

そのフェリーの中で何かということですが、我

々にとってはもう人をかけて、ツーマンではで

きないから、ワンマンでぎりぎりで頑張ってい

るという中で、やれるのはちょっと限界がある

のかなという気がしますけれども、経済連さん

はどうですか。

○廣瀬宮崎県経済農業協同組合連合会園芸部園

運んでいる途中に何か加工ができ芸販売課長

ないかという話ですが、我々もちょっとびっく

りするような発想でありました。今、先ほど説

明したエリア１というところでは、きょう出荷

したものが、あした競りにかかるわけなんです

が、きょう出荷したときに、キュウリが、例え

ば、ＡのＳがどこどこ市場には300ケース行きま

す、Ｂ品が200ケース行きますという形で情報が

出ます。きょうの時点で、もう出荷、トラック

に積み込みが始まった時点で、その情報を市場

のほうに流しております。約１日以上、物が着

くまでにタイム差がありますので 昔は競りだっ、

たものですから、物が届いてから競っていくと

いう形だったんですけれども、今はもう情報相

対取引ということで、事前に幾らくるからとい

うことで、競り人が売り込みを始めますので、

その期間１日ある中で、一番有利な売り方をし

ていただくという形が今取られているところで

す。

これは、例えば、福岡のＪＡが福岡の市場に

持っていくというような形だった場合は、出荷

、 、してから二 三時間後に届いてしまいますので

すぐ届くといういい面はあるんですが、売り込

み時間は少ないというところもありますので、

宮崎のキュウリ、ピーマンあたりは、逆に売り

込みを十分した中で販売ができるというメリッ
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トもありますので、決して１日タイムラグがあ

るので、近在産地に劣っているというところで

はなくて、やはり、メリット的な面も一部あり

ながら販売をさせていただいております。

確か、盛岡かどこかに視察に行っ○井本委員

、 、 、たときに もう随分前の話だけれども そこは

病院とか学校とか、そういう食材を使うところ

があるわけです。それをホテルとかも契約して

て、そして、農家の方々を雇って加工するんで

。 、 。す ばっと ザクザクと切るぐらいの加工です

それをパックして、真空パックして、そして、

毎朝それを配達するんです、契約しておいて。

向こうも何かをもうちょっと２次、３次加工す

るんでしょう。それが、もう農薬をあんまり使

わないとか、新鮮な野菜だとか、そういうこと

で向こうと契約してる。毎朝それを届けるんで

す。

そういうふうに、加工して届けるということ

だけのことなんですけれども、それがもう非常

に好評だというふうなことで、例えば、極端な

話、こっちから向こうに船で、カーフェリーで

持っていく間にざくざくと切って、それこそ真

空パックして、向こうの契約しているいろんな

ところに配達すると。随分これは恐らく付加価

値も高まるんじゃないかなという気もする。そ

んな発想があってもいいんじゃないかなと。

Ａｍａｚｏｎさんなんかは、最初は物売る会

社だったんですよ。ところは、もう今は流通ま

で入ってしまって、やっぱりイノベーションと

いうか、頭を柔らかくもって、次から次へ新し

い世界を開拓していくという、そういうものが

やっぱりないと、私は、やっぱり今後の競争に

打ち勝てないのじゃないのかなという気がする

んだけれども。やっぱりああいう柔らかいＡｍ

ａｚｏｎさんみたいな発想があってしかるべき

じゃないのかなと。でないと、負けるのではな

いかなという気がする。Ａｍａｚｏｎさんは、

もうとにかく物を売るだけではなく、何でもか

んでも手を広げています。そういう、あなたの

、 、ところは１次産業 あなたのところは２次産業

３次産業、そんなもう境界が取っ払れている時

代です。そういうときに、やっぱり私は、本当

に今までのような発想じゃちょっとついていけ

ないぞという気がするんですが、これは、素人

だから簡単に言っているんですけれども、答え

はもう要りませんけれども、そういう発想をひ

とつやってみたらどうかなという気がします。

ありますか。○押川委員長

○廣瀬宮崎県経済農業協同組合連合会園芸部園

輸送中に加工するというのもすご芸販売課長

い発想だと思うんですが、まだ取り組んではい

、 、ないんですけれども 今ちょっと計画というか

今交渉させていただているので、まだ実現して

ないところでありますが、例えばキャベツなん

ですけれども、あれは10キロで運んでおります

が、芯の重さもありますので、宮崎のほうで芯

をくり抜いてしまって、もう向こうで刻んでし

まうんだったら芯はごみになってしまうので、

その芯の重さの分だけ軽くなれば、輸送コスト

は下がるんだろうと。ただ、向こう側にはプラ

ス付加価値を求めないといけませんので、芯が

ないということと、ごみが減るというようなと

ころ、それが産地でできるのかというような、

１次加工なんですけれども、そういうところも

。含めて今検討をさせていただきたいと思います

ちょっと事例があるかどうかはあれですが。

ちょっといいですか。今さっきは○井本委員

１人で運ぶとか何とかいうのを問題にしておる

、 。ことあるけれども 今は機械化の時代なんです

人がボタンを押せば機械がやってくれる時代な
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んですよ、付加価値をつけてくれる。だから、

１人とか２人とかじゃ問題ないんです。

オランダなんかを見たら、あの農業なんか、

、 。本当機械化して もうオートメーション化です

あんなことは、日本の今の技術力だったら簡単

。 、にできるんです いろんな規制がかかっている

それでなかなかできないんですけれども、だか

ら、本当に今は機械が価値を見出す。その辺を

頭を柔らかくもって、イノベーションというこ

とを常に考えて私はやるべきじゃないのかなと

いう、これは本当素人の考えですが。

ＪＲ貨物さん、佐土原の到着の品○緒嶋委員

物、それと、発送のアンバランスがあるから

ちょっと赤字になるというようなことにもなる

わけですね。この到着の品物は何ですか。

○橋元日本鉄道貨物（株）九州支社九州北部支

工業製品の原料とか、それから、店副支店長

いわゆる自動車部品の原料とか、それから、飼

料、肥料とか、そういった宮崎で加工して、そ

れが、生産物となって出ていくというものの到

着が多いです。

それで、発送は、佐土原からは延○緒嶋委員

岡まではトラックでコンテナを空で運ぶから、

、 、それが 言えば無駄なコストにはなるけれども

収入にはならないということですね （ そうで。「

す。必要経費がかかる」と呼ぶ者あり）その中

で、やはり、トラックのコンテナを扱う流通拠

点ですね、やはり、貨物輸送というのは、エコ

の関係からいってもすばらしいものであるわけ

です。その中では、やはり、もう一回流通の拠

点となる貨物駅を宮崎県もやっぱりどこかにな

いと、延岡だけではもう手狭であるし、宮崎県

全体からは、その貨物駅をやっぱりつくるべき

だというのは前からあるわけです。このあたり

の取り組みというのは、ＪＲ貨物としてはどう

いうふうに考えておられるわけですか。

○橋元日本鉄道貨物（株）九州支社九州北部支

先ほど御説明しましたとおり、ま店副支店長

ず、平成10年の10月、それまで鉄道輸送で佐土

原まで列車が来てたんです。その列車がまずな

くなったというのは、先ほどもコストの増高に

よって固定費が絡むとか、それから、一番の原

因は、経済連さんも当然御存じだと思うんです

けれども、年中を通して発送の荷物が少ないん

です。やはり、先ほどグラフでも見たように、

１月、２月、３月、４月、それから、７、８、

９がこれが米の時期になりまして、普通の一般

野菜は出ない それで また 10月からちょこっ。 、 、

と上がり出して、12月、１月、２月、年中通し

たら約６カ月間ぐらいしかぽっと重ならないの

で、その部分の発送しない分のコストがかかる

ということで、いわゆるトラック輸送に切りか

、 、えたんですけれども 何でトラックかというと

。日々の対応ができるということでかえたんです

列車というのは、もう毎日固定費を出して、そ

れに対する運転手、それから、入れかえする要

員、てこというふうな信号を送る要員とか、い

ろいろな要員がいっぱい必要になりますんで、

それを配置しなくてもいいよということでかえ

たんですけれども、やはり、まだその問題解決

になってないと。野菜だけではちょっとまだつ

ぐなえてないよというのが、今のところ実態で

ございます。

やはり、宮崎の課題は、言われた○緒嶋委員

ようにそのアンバランスをいかに解消するかと

いう中でないと、貨物輸送の合理化というのは

なかなかもう限界であるということになるわけ

ですか、一言でいえば。

○橋元日本鉄道貨物（株）九州支社九州北部支

ぶっちゃけた話、そういうことに店副支店長
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なろうかと思います。

やっぱり将来的には、私は、宮崎○緒嶋委員

県が発展するためには、やっぱりそのバランス

がいかにとれていくか、その中で、宮崎の製造

業がうまく、品物が来たのが、加工して、また

。それを出すのがうまくいけばいいわけですよね

それがうまくいってないということですよね。

○橋元日本鉄道貨物（株）九州支社九州北部支

、店副支店長 おっしゃるとおりでございまして

それが、うまいごと、到着した分出していただ

ければ、もうバランスはそこでとれます。逆に

発送増員をやったほうが、うちとしては当然の

ごとくありがたい話です。

そういうことができれば、とりあ○緒嶋委員

えず駅のコンテナセンターみたいなものをやっ

ぱりつくることもできるわけですね。

○橋元日本鉄道貨物（株）九州支社九州北部支

もう当然荷物が増えれば、バラン店副支店長

スがちゃんととれて、そういうことになろうか

と思います。

それと、やはり輸送時間というの○緒嶋委員

が、言われたとおり、できるだけ短いほうがい

いわけですね、大阪、東京に運ぶにしても。そ

うなると、やっぱり日豊線が単線であることも

ちょっとネックになっているのではないかと思

うんですが、そのあたりはどうですか。

○橋元日本鉄道貨物（株）九州支社九州北部支

おっしゃるとおりで、ちょっと説店副支店長

明しますけれども、日豊線の場合、宗太郎峠と

いうのを御存じだと思うんです。あそこは戦時

中につくった線路で、いまだにインフラ整備が

進んでないんです。あそこを通られたことがあ

ると思うんですけれども、特急列車でも実は60

キロが最高速度なんです。本線上が105キロ運転

が今最高速度なんで、それで賄っている。あそ

こだけ速度を落としていかないと、カーブがあ

り、それから、勾配がありと。おまけに今の時

期になったら、葉っぱが線路に落ちまして、列

車が空転するということが発生するんです。ま

た、特に多いのが、鳥獣被害で、鹿が飛び込ん

で、ほとんどの列車がおくれていくような事態

があるんです。山から下りてきて、それで、機

。 、関車の電気見たら飛び込んでくるんです 私も

添乗した際に、２回とも鹿が実は飛び込んでき

て列車がおくれたということもございまして、

そういった問題をやはり解決していかなくては

いけないというふうに思うんですけれども、そ

れは、もう我々ではやっぱり無理なところがあ

るというのが、なぜかと言ったら、私どもの鉄

道貨物というのは、旅客の鉄道を今借りておる

ような実態でございまして 旅客さんとタイアッ、

プして、また、そういった周りのほうから、線

路のインフラ整備、それをすることによって１

、 、つ片づければ 拠点駅を宮崎につくってくれて

きちっとした時間になってということの、延長

、 。線上じゃないけれども つながると思うんです

やっぱり宮崎県は、日本で一番そ○緒嶋委員

ういう流通的な整備が、ＪＲなんかにしても一

番おくれているわけです、鉄道そのものが、日

。 、本で一番おくれておるわけです そういう中で

流通の中で競争するということは、そのインフ

ラ的な意味でいうと、なかなかこれはもう容易

でないわけですね。やっぱりトラックでもそう

です。やっと今高速道路がつながりましたが。

。市場では価格競争しなくてはいけないわけです

だから、やはり、そのコストがかかる分は、農

家の収益も減ってくるわけです。そういう中で

やるということであるから、これは、やっぱり

社会的な意味では、そういうものに対する支援

がなければ、なかなか宮崎の農業振興とかいっ
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ても難しい。さっき井本さんが時間がかかるか

らその間に何とか、その知恵はないかと言われ

る訳です。本当に時間がかからなければ、もう

そのような知恵は必要ないわけです。でも、時

間がかかるからそういう知恵を出せと言われた

ということは、逆に言えば、宮崎県はそれだけ

ハンディーがあるということなんです。そうい

、 、うことを考えた場合は これは相当国のほうに

我々も努力の限界があるわけだけれども、やっ

ぱり日本の国の中でのそういう遠隔地をどうす

るかというのを、それこそ均衡ある発展という

言葉もあるけれども、やっぱりそこ辺まで考え

てもらわないとなかなか流通的には、本当にお

互いに均衡ある形での競争は困難であるという

感じもするのですが トラック輸送でもそうじゃ、

ないかと思っているんですが。

おっしゃ○野中宮崎県トラック協会専務理事

るとおりです。だから、さっき言ったように、

距離的ハンディーであって、全く何もいいとこ

ないわけですが、フェリー使おうが、高速使お

うが、労働時間でも料金でも、ほかの人たちよ

りは、全てお客さんからいただけてるわけでは

ないということを御理解いただきたいんです。

我々自身が払わなきゃいけない。できたら高速

は使いたいんだけれども、料金払う、そんな余

裕がなければ、地道を行く、時間もかかる。時

間を守ろうといえば高速道路 物すごくそういっ。

たいろんな重圧があるわけです。そういった中

で、我々は、さっき言った特殊な労働時間なん

ですよね。もう出てから帰ってくるまでが総労

働時間、こんなことを言われたら、我々はもう

仕事はできない。裁判で負けてます、はっきり

いって。月の残業代を90万円払って、誰がやり

ますか、こんな仕事。そんなことも、もう実際

に他県で起きてます。だから、それを見直して

くれっていったように、国交省と厚労省で違う

と。違うんではなくて一緒にやってくださいよ

と 我々はもう安全安心に運びたいんだと せっ。 。

かく農家の方がつくったやつを、だから、それ

ができるように何とか頑張ろうと思うんだけれ

ども、法律が足かせになってます。４時間走っ

たら30分休憩しなさい。こっから４時間、どっ

からトラックが安心して法律違反しないでとま

れるところがありますか。ないんですよ。それ

でも守れと ４時間超えたら労働局からはチェッ。

クされます。さっき言った、積み重なると30日

の営業停止だと。それを今度は指導にちょっと

置きかえてもらったら少しは楽なんですけれど

、 、も これやっぱり根本的に変えてもらわないと

ただでさえ人来ませんので、そういったものも

やっぱり労働改善やっていかないとどうしよう

もないと、特に宮崎は、そういう思いはありま

す。

緒嶋先生が言われたように、これ○島田委員

から宮崎県の経済が我々がどうして発展させる

かというところになってくると、やはり、後継

者が少なくなってきて、生産物というのがだん

だん減っていきますよね。その中で、250社です

か、トラック会社があるということの中で、お

互いに競争していくということであれば大変な

状況になってくると思うんです。宮崎県の経済

を伸ばしていかなければならないという中で、

じゃあ、我々はどうして公助としてやるものが

あるのかというのを検討していかなければなら

ないと思うんです。

高嶺社長が一番わかると思うんですが、具体

的にいうと、製品を、今、杉を切ってそのまま

運ぶことはできないわけですから、乾燥してプ

レカットして、家ができるような状態にして、

ビニールで包装してそれを持っていくんです。
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受注したときに、期間がわずかなんです。１週

間か、あるいは10日ぐらいです。それをつくっ

て持っていかなければならない。持っていった

、 、 。ときに 雨ざらし 日ざらしはできないんです

だから、そのことを踏まえて、ＪＲ貨物の便で

送ってもらえませんかということで、うちの古

川代議士に頼んで、じゃあやりましょうという

ことになったんだけれども、北海道は貨物列車

が走ってるんですけれども、九州、言われたよ

うに走ってないですよね。それと、ストックす

る駅がだんだん狭まってきて、ストックヤード

ができないということになっています。これを

今後改善していかなければならない問題と。あ

とは、今言われたように、高速道路通るときの

燃料の費用負担、これも、時間で持っていくわ

けですから、時間差を持っていくような状況に

なってくると、やはり、高速道路を使うんだよ

と。高速道路使った場合には、例えば、飛行機

と一緒で、利用する価値によって何割補助金を

やりますよというのを奄美ではやっている。離

島では、もう飛行機しかないから、その補助金

をやっているんです。じゃあ木材もやってくだ

、 、さいよ そういうことをということでやったら

南那珂は自動車道ができてないもんですから、

島田君、ＪＲを使うことは待ってくれと、自動

車道を使わないと、利用率が高くならないと自

動車道は必要ないじゃないかということを言わ

れましてやめたんです。でも、それは、これか

ら連携していく中では、フェリーを利用して、

コンテナだけを特別な都市圏に送っていく、ト

ラックはフェリーに積むだけじゃないですか、

運転手が利用するのは。今後は、製品も下がっ

ていく、トラックの利用率もだんだん下がって

、 、くることであれば やっぱりお互いに連携して

そういう体制をつくらないとできないと思うん

です。

それと、ＴＰＰの問題です。今度は逆輸入で

す 首都圏から地方に発送するような状況になっ。

てきます。今、綾町でカット野菜がだんだん実

績を上げていますけれども、これから、カット

野菜を奨励していくようになってくるんです。

というのは、キュウリも、Ａ品、Ｂ品、Ｃ品と

ありますけれども、Ａ品しか売れない。Ｂ品、

Ｃ品は捨てなければならないということになっ

てくると、やっぱりカット野菜です。そういう

中でなって 輸送コストを削減していくわけじゃ、

ないですか。だから、やっぱり皆さん方も連携

、 、した体制をつくっていかにゃいかんし 我々は

その皆さん方にどういうものをサポートしてい

くのかということが我々の仕事ですから、国に

訴えて、そういう公助できるものを考えていか

なければならないと思うんです。そういうこと

で連携をしてもらえればと思いますので、よろ

しくお願いします。

以上です。

輸送ということになりますと、一○徳重委員

番不利な条件ということは もう先ほどからずっ、

と出ているとおりです。不利な条件というと、

それだけコストがかかっているわけですから、

逆に関西、関東からこちらに来る荷というのも

。 、あるわけですよね 帰り荷があることによって

また、経費が相当削減されると、そう想定する

わけですが、今、トラック業界、あるいはそれ

ぞれＪＲさんでもそうですが、トラック業界の

中で、帰り荷の割合というか、100％積んでいっ

たとしても、帰り荷があるものかどうか、何％

ぐらいになっているものかちょっと教えてくだ

さい。

はっきり○野中宮崎県トラック協会専務理事

言って片荷では我々商売できません。ただ、宮
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崎に直接帰ってくるのはほとんどありません。

ほとんど東京まで行ったら大阪まで、大阪から

福岡まで、つないでつないで帰ってます。ほと

んど空車がないように、そういった仕事の仕方

なんです。だから、１社１社がお客さん、運送

会社に入っていって、そこから荷物をもらって

つないで帰るとか、それぞれのお客さんのネッ

トワークがありますんで、それと、あと帰り荷

のネットワークというのが全国ネットで２つあ

りますんで、この中に組合員として入って、そ

、こに登録して荷物をもらって帰るということで

空車で帰るということは、よっぽどのことがな

い限りはしてません。だから、とまって待つ場

合もありますし、トラックの場合は、そういっ

たこともあるということです。

○橋元日本鉄道貨物（株）九州支社九州北部支

ＪＲ貨物の場合は、もう御存じの店副支店長

とおり、一つの箱を占有して、発送駅から到着

駅まで届けるといういわゆる輸送形態なんで、

輸送形態は、到着駅で全て要件を満たしてしま

うので、帰り荷というのはもう全くゼロでござ

います。

木材連合会さんは何かないです○押川委員長

か。その帰り荷あたりの対策としては何か。

例えば○高嶺宮崎県木材協同組合連合会理事

福岡に荷物をトラックで運んでもらって、帰り

をこれを持ってきてって言ったら、行くときの

運賃よりも帰り荷の運賃が高かったです。

というのは、高嶺さん、帰り荷の心配してく

れるなと言われました。例えば、同じ料金では

運べないと、行きの値段じゃ運送屋さんの採算

が合わないんだと、帰り荷の荷物があるから運

ぶんだという、これは、名古屋に行ったときも

そうでした。名古屋の方面で、あの辺からうち

が注文を受けたものをちょっと積んできてくれ

ないだろうかと言ったら、同じ値段で行きが15

万で運ぶから、帰りも15万かというと、とんで

もないという話でした。

だから、全然、さっき貨物の方もおっしゃる

ように、行きが37％、帰りが64％という、向こ

うから来るほうが多いんだと思うんです。

特に、福岡近辺は、ビールなんかが、宮崎に

ビール工場がないですから、あっちから定期的

に契約、日通さんなんかもやってて、帰りのト

ラックはもう自分たちが契約しているとこから

運ぶというような状況でした。関東、関西に行

くトラックがないんだという、うちがつき合っ

ている運送屋さんは逆に。だから、少し安いけ

れども、しようがないなということで、帰りの

やつは、行きの運賃じゃ合わないということで

した。

私は、今までの考え方ちょっと変○徳重委員

えなくてはならないと、こう思ったところです

けれども、帰り荷がないから運賃が上がる、高

いんだと、もちろん遠隔地だから高いことはわ

かってるんだけれども、今お聞きすると、帰り

荷のほうが値段が高いというのはちょっと意外

だったんですけれども、トラック協会さんのほ

うでの帰り荷は、まずほとんど決められた量と

いうのは入ってきているという理解していいん

ですか。

それは違○野中宮崎県トラック協会専務理事

うと思うんです。今はもううちは自由運賃なん

です。取り決めというのは、届け出運賃という

のは確かに届けていますけれども、そうじゃな

くて、お客さん、100社あれば100人の方と相談

して、それで行きますよって決める、それが運

賃になってしまうんです。だから、それぞれ違

います。

帰り荷が高いかというと、それも、需要と供
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給のバランスで、車が足りないときは高く払っ

てくれます。逆のときは、やはり、あくまでも

、メーンはこっちから東京でも大阪も持っていく

そちらがメーンですから。だから、特殊な事情

のときには、空でも来てくれとか、車が足りな

いときは、往復分出してあげますよと、たまに

はあります。そういう状況も、今、起きている

ということです。

冒頭のお話の中で出ましたが、時○徳重委員

間当たり労働賃金がすごく低いわけですよね。

こういったことを考えると、トラック協会全体

が相当無理をされていると。このままいくと、

遠隔地の地域では、輸送を主体としなきゃなら

ないわけでありますので、これが大変だなと。

労働人口どんどん減っていく中で、相当考えて

いかなければ、もうやっていけなくなるんじゃ

ないかなという気がしてならないんです。

継続しなければ、特に農産物ということにな

りますと、食料品となりますと、毎日定量が届

けられなければ、これはもう、いや、お宅は当

てにならないと、こうなってしまうと、非常に

市場のほうも、需要のほうも、そういう形では

もう受け取れないというようなことになってし

まう可能性を考えると、これは大変なことにな

。 、るんだなと 行政も真剣に考えていかなければ

皆さん方と本当にしっかりと話し合って、確実

に届けるぞという体制づくりをしていかなきゃ

いけないんじゃないかなと思うんです。そうい

う協議会なるもの、将来にわたって、それは輸

送の皆さん方と、特にＪＡと行政と、こういう

将来に向けての話し合いの場はつくっていらっ

しゃるんですか。特に農産物の輸送、これはも

う、畜産物あるいは野菜類をひっくるめて、定

時定量のものが届かなきゃいけないと、もう私

は想定するわけで、そう考えるときに、将来と

もこういう状況だったら大変なことになるかな

という気がするもんですから。というのは、ト

ラック協会がだめになると、農協さんもどうし

ようもなくなるわけです、ＪＡさんも、その話

し合いがされているのかちょっと。

経済連さ○野中宮崎県トラック協会専務理事

んと定時的なことをやっているかということで

すか。定時的と言われるとちょっとやってない

ですね。必要に応じて、もちろん経済連の会長

さんにうちの会長が会ったりとか、あと、園芸

課ですか、そういうとこの方とお話ししたりす

ることはありますけれども、あとは、各単協の

方々が同じ悩みを持ってますんで、そういった

ものについては、今持っていけば、随分改善今

してもらってます。だから、そういった意味で

の具体的な内容についてはやってもらってます

し、今、県のほうとか、さっき言ったのは、地

方協議会というのは、労働局と運輸支局だった

んですけれども、それとは別個に県のほうも動

いていただいて、今委員がおっしゃっていただ

いたとおり、このままじゃ大変じゃないかとい

うことで、共有しようよということで、その中

、 、には 経済連とか全部ＪＲさんも入ってますし

だから、我々が今まで何とか迷惑かけずにやれ

たんですけれども、このまま行ったら本当に、

ちょっとやっぱりもうこれ以上の割合を運ぶの

は、キープするのは難しいと。そうなったら、

フェリーさんとかＪＲさんとやっぱりすみ分け

して、何とか、せっかく工場とかあるいは生産

されたものをちゃんと運びたいという気持ちあ

るもんですから、そういったところで、やっぱ

りやっていかなきゃならないということで、そ

ういう会議を通じてのお話はさせてもらってま

す。

私は都城なんですが、ＪＡさんで○徳重委員
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集荷もしてちゃんと出されておるんですが、鹿

児島県のほうで、曽於市あるいは志布志市、こ

の圏域は都城に集めるほうがいいのかなという

気がするんですよね。同じ送るにしても、量を

まとめるというか、確実な量を定期的に送ると

いうことで、鹿児島と宮崎と話し合いをして、

荷を集めていくという考え方はないものか。と

いうのは、木材さんのほうで、今、海外輸出の

ほう、都城、南那珂、曽於市ですか、志布志市

ですか、一緒になって送ってらっしゃいますよ

ね。そういう体制ができると、安定的な量の確

保ができるんじゃないかなという気がするもん

ですから、そういう考え方はＪＡさんのほうに

はないものか、お聞きしたい。

○廣瀬宮崎県経済農業協同組合連合会園芸部園

今、県のみやざきブランド推進本芸販売課長

部の中に、物流の対策がありますので、そちら

のほうとも連携しながら、南九州３県、熊本、

鹿児島、宮崎での物流というのができないのか

というところを、試験もしたり、構想を練って

るところであります。

また、宮崎から10トン車満載になったり、物

量がある冬、春時期は十分ほかの県と積み合わ

せをしなくても十分出せる面がありますので、

そういう時期は別としまして、特に、夏場の物

が少ない時期などは、ほかの県連さんも大変物

が少なくて１車満載にならないので、お互いに

荷物を融通し合ってできないものか、どっかで

、１車の積み合わせができないのかということで

今、九州全県で、鳥栖あたりを中継した形がで

きないのかということも、全農なり経済連、各

県連との協議の場を持たせていただきまして、

それが、どうしても２段階発送になってしまい

ますので、コスト的に合うものかどうかという

ところを現状検証しているとこです。

まだやってはいらっしゃらない。○徳重委員

○廣瀬宮崎県経済農業協同組合連合会園芸部園

実際、それをやってはいません。芸販売課長

まだ、実験検証段階です。

よろしいですか。○押川委員長

輸送コストの件でまず考えられる○日高委員

、 、 、のが 原油の高騰とか そういうものになって

特に、フェリーとかになってきますと、オイル

サーチャージの料金が発生をしてしまう。今、

。 、宮崎カーフェリーが１社宮崎県にある しかし

我々の宮崎県を見ますと、周辺に志布志港もあ

る、大分港もある。特に、大分港に行くとなる

と、高速料金が佐伯まではただなんです。その

ため、どうしても、宮崎行くよりも大分から出

してしまう、そういうこともある。県南のほう

も、志布志が近いから志布志に出してしまうと

いう。ちょっと聞くんですが、商船三井のほう

、 、がやっているのが オイルサーチャージ料金が

宮崎カーフェリーと比べると若干低いんだと。

だから、そっちのほうで、コストダウンするん

で、そっちのほうがやっぱり経費を浮かす意味

でも使いたいんだということもちょっと聞いた

りもするもんですから、それについての現状と

いうか、それはどうなのかというとこをちょっ

とお聞きしたいと思います。

サーチャ○野中宮崎県トラック協会専務理事

ージ料金の話は聞きます。ただ、それだけじゃ

なくて、特に大分を利用するのは、台風とかい

ろんなのがあっても、欠航率がやっぱり、航路

が違いますので、瀬戸内航路と、あの違いで相

当やっぱり違うということで、そこらをやっぱ

り重視されている方もいらっしゃるということ

です。逆に、大分から言わせると、逆に、社長

さんお見えになったんですけれども、結局、宮

崎とかが入ることによって、今度は大分の業者
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が乗れないんだということで、今度はあそこも

入れかえるみたいですけれども、ちょっとやっ

ぱり大きな船を入れなきゃいけないのかなと。

サンフラワーって、鹿児島のほうはもう決まっ

たみたいですけれども、大きなのを入れるとい

うのは。だから、そういったことで対応して、

もう自分たちも、カーフェリーさんと商船三井

ですか、一緒にやりたいんだということをおっ

しゃってました。お互いにそういう情報交換し

たとか、そういう話は聞いてますけれども。

県のほうでは総合政策部が所管し○日高委員

ていますよね。その中で、そういった部分につ

いての若干補助というのは出ているかなという

ふうに思っているんですけれども、その辺が、

もうそれでどの程度、もらうほうとしては十分

なのか。十分ではないと予測はしているんです

けれども。さらに、こういったコスト削減につ

きまして、やはり、どうしても、その狭間を埋

めるのは行政の部分が出てくるのかなという気

がしますが、その辺について、要望等あれば、

ちょっと教えていただきたいなと思います。行

政に対する要望を。

今のこと○野中宮崎県トラック協会専務理事

に関していえば、さっき言ったように、フェリ

ーには、はっきりいって、全員がやっぱり今は

乗りたいときに乗れないんです。どうしても限

りがありますので、それで、さっき言ったよう

に、近場で乗りたいんです、それだけコストか

かりますから、大分とか鹿児島まで行かなくて

もという気はしています。でも、１便が限界か

なということであれば、今度入れてもらうフェ

リーですか、ぜひとも大き目のを入れてほしい

ということは、フェリーさんにもお願いをして

。 、ます それで少しはまた余裕が出てきますので

そういったことについては、一緒に協力できる

ことは協力して我々もやりたいというようなお

願いをしてます。

それと、もう一点は、先ほど言った労働時間

の問題で、我々は４時間ごとに30分休まなくて

はいけないんです。そのとまる場所、サービス

エリア、パーキングエリアですか、ここにとま

。りたくてもとまれないという現実が今あります

トラックのとこまで利用者が入ってきて、手前

にとまるんです。危ないじゃないかと。誰もと

まりたくはないんです。そこにとまらないと違

反なんです。でもとまれないと、とまる場所が

ない。あと考えてみたら、道の駅が今いろんな

形でできてきてますよね。そこらあたりで、も

うちょっとトラックの何か専用スペースでもつ

くってもらって、ちょっといろんな意味でとめ

てさせもらうと、非常に我々としては助かるの

かなというふうに思います。

関連でほかにはないですか、今○押川委員長

の意見に対して。いいですか。

今、２つ、フェリーを新しくする○日高委員

ときに、ちょっと大き目のフェリーをという話

と道の駅の話。フェリーには、旅客の人もいま

す、旅行で来る人もいますね。それと、やっぱ

り仕事でトラックのまま行く人、二通りあると

思うんです。ところが、社長にもちょっと１回

、 。お願いしようかなと思っているのは 食事です

例えば、フェリーで普通の観光のお客さんが来

るとやっぱり高いですね。でも、一般のドライ

バーさんで1,500円もするようなのを普通食べな

いですよね。やっぱりそういったところもひと

つ考えられることかなと思うのと あと トラッ。 、

クのほうも、季節によって多いときと少ないと

きがあって、年間、通年的になかなか厳しいん

だということをちょっとフェリーの社長さんか

らも聞いて、だから、どうしても、旅行客の一
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般の乗用車をやっぱり一番受け入れていかなく

ちゃいかんなということもちょっと協議会のほ

うで聞いたんですけれども、その辺についてど

う考えているのか、最後にお願いします。

おっしゃ○野中宮崎県トラック協会専務理事

るとおりで、夏場とか子供さんが夏休みとか、

そういうときは当然我々も考えてますので、よ

そを利用しようとか、そういった考えではおり

ます。今は、はっきりいってもう１便しかない

ということが大分前になりましたんで、今は、

もうすみ分けして、お客さんの了解を得て、も

うそういう運行形態をつくり上げたんです。た

だ、３便が１便になったときにはみんな困った

んですよね。車をやりかえたりとか、お客さん

に全部了解とらないといけない、勝手に行けと

いう問題じゃないですから そういうことがあっ、

て、今はもうでき上がりました。

ただ、今、何とかお願いしたいのは、さっき

言ったように、カーフェリーさん、何年後がわ

かりませんけれども、フェリーの入れ替えにつ

いて一生懸命やってもらってますので、何とか

その辺の行政として、もし支援ができるんであ

、 、れば 単体で相当な金がかかるみたいですから

あなたたちやりなさいよと言ったってなかなか

厳しいでしょうし、だから、そういった点、何

か御支援等があればぜひともお願いしたい。我

々も助かります。

ありがとうございました。○日高委員

よろしいですか。○押川委員長

野中専務理事にお尋ねしたいんで○新見委員

すけれども、人材確保に大変御苦労されている

様子がうかがえましたけれども、今の国が、さ

らにやっぱり女性の活躍推進ということで動い

ております。いろんな業界、例えば、建設業界

がけんせつ小町、また、林業女子とか、理系女

とか そういった 要するに各分野で女性にしっ、 、

かり活躍してもらおうという動きの中で、運送

業、トラック業界はトラガールということなん

ですけれども、確かに、現実見てみると、ダン

プとかバスの運転手とか、確かに女性を見ます

けれども、そういった業界は、どうしても暗く

なったらもう終わりの仕事なんですけれども、

やっぱりトラック業界といいますと、どうして

も長距離の貨物輸送というイメージが強くて、

そこに女性が深夜も走ったりするというのは、

ちょっとイメージ的にはやっぱりきついかなと

いう思いがあるんですけれども 現実 そういっ、 、

た長距離の貨物輸送に女性が携わっていらっ

しゃる状況があるんですか。

本当にト○野中宮崎県トラック協会専務理事

ラックが好きでという方はいらっしゃいます。

トレーラーも確かにいます ただ 今おっしゃっ。 、

ていただいたとおり、細かいこといえば、トイ

レの問題から宿泊の関係、結局、その日に帰っ

てこれないということになりますと、やっぱり

男性方の今労働でやってますから、根本的に整

、 、備してもらわなきゃいけない問題があって 今

先ほど言いましたように、いろんな細かい点を

今国のほうにもお願いして、我々がこのトラガ

ールというか、こういう人たちを雇っていく上

では、そういうのがぜひとも必要だというよう

なお願いはしてます。

それとは別に、自衛隊を早くやめられた若い

方がいらっしゃいますので、こういった方に、

もう我々協会として就職活動ができるというこ

とが今度認めていただきましたんで、そういう

こともやってますし、あとは高校、専門校です

、 、か そういったところに我々が出向いていって

就職の先生たちと、その若い人たちに、今度中

型免許がこうなるんで、今度はもう即戦力とな
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りますからというような話をしたりとか 今やっ、

ていることはやってます。

ぜひ頑張っていただきたいと思い○新見委員

ます。

よろしいですか。○押川委員長

ほかにございませんか。もう時間を押し迫っ

たんですが、皆さん方のほうから、例えば、我

々議員に、あるいは行政に何か言いたいことが

あれば、少し時間がありますので、よろしけれ

ばお願いをしたいと思いますけれども。

以前、○高嶺宮崎県木材協同組合連合会理事

関東のほうから来たフェリーが宮崎港にちょっ

ととまって、奄美大島とか沖縄とかずっと数年

間 南のほうにいく流れがあったんですね フェ、 。

リーは、沖縄と奄美まで行くのが目的で、それ

が、宮崎港でしばらく、週に１便か２便ぐらい

あったんですけれども、全くそれがなくなって

しまったんです。私たちが、荷物を南のほうに

持っていくには、全て志布志、もしくは、まだ

船のフェリーの台数が少ないで、鹿児島に持っ

ていって、悪くいうと、二酸化炭素を排出しな

がら鹿児島まで持っていって、そして、また、

フェリーで奄美大島とか沖縄に出ているわけで

す。これを、やはり、また宮崎に復元できない

ものかと。そうすることによって、うちは日南

で、もう宮崎から30分ぐらいのところにあるん

で、宮崎にフェリーが来ているときは、うちの

トラックで１日４回走ってたんですよ。ところ

が、今うちのトラックで持っていっても、鹿児

島の13トン車が合わないんです。ですから、鹿

児島方面から都城とか宮崎近辺に来るトレーラ

ーの帰り荷に積んでもらって、それで、もう月

間、30台以上トレーラーの運送賃を払っている

というような状況なんです。こういうのがすご

く、輸送コストが、南のほうに送るにも、鹿児

島県に持っていかないといけない。沖縄に来て

いる国産材の杉は、７割以上が宮崎県産材だと

思います。鹿児島県は少ないと思うんです。熊

本とか大分あたりからも若干来ていると思うん

ですけれども、ほとんど宮崎の木だと思うんで

す。これが鹿児島経由で南のほうに行っている

という現状をみたとき、やはり、経費がもった

いないと。運賃の横持ちの分がなくなれば、ま

だ価格競争にまた勝って、量的な販路開拓もま

だできるのにというのもあるんです。

前聞いたとき、宮崎県のフェリーが着いたと

き、２つ問題言われたんですけれども、宮崎港

は、台風が沖合に来て風が強いとき、岸壁に接

岸できないというのと、タグボートがほとんど

ないということでした。日南のほうにも、今最

近、特にいろんな観光客、この前は12万8,000ト

ンのアメリカの客船が中国の上海から来て入っ

たやつもあるんですけれども、これも、志布志

、 、港からタグボート 大きい船を寄せる場合には

全て志布志からタグボートが来て接岸、離岸を

しているわけです。宮崎にはそういうのが、日

向から持ってきたりするんで、宮崎港そのもの

にないんです。それと、接岸料が鹿児島県に比

べて宮崎は高いということでした。だから、も

うちょっとやっぱり地域から地域にお金を落と

して、そこで働く人たちできるわけです。そこ

でフェリーが入ると、誰かがそこで働かないと

船が動かないということになる。

だから、そういう意味ではやはり、特に、木

材の場合は、宮崎県が生産量日本一を誇って、

杉の製品は日本一出しているわけですから、や

はり、この宮崎港を利用したフェリーの往来と

いいますか、航行をもうちょっと真剣に考えて

もらいたい。今回も志布志に、１万トンの大き

いフェリー、大概台風のとき以外はもうどうい
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う大きな風のときでも走るフェリーが入るよう

になってます。

また、鹿児島にしようか、志布志にしようか

ということで、今悩んでいるんですけれども、

私が日南でも役職しているとき、港湾事務所と

か県の人たちとかいろいろ話したときに、何と

か油津港にか もしくは宮崎港に そういうフェ、 、

リーを入れたいという話まではできるんですけ

れども、もうその場限りの話で、私は１回文句

言いました。こんな会がないほうがいいって、

聞くだけ、言うだけの会は必要ないと。私たち

が困っていることを、じゃあどうしたらその一

つでも前向きに考えられるかという話の場で

あったら大いに結構だと。ところが、話を聞い

てデータをつくるだけの話し合いだったら、も

う呼んでくれるなと私ちょっと怒って言ったこ

とがありました。

ありがとうございました。○押川委員長

○廣瀬宮崎県経済農業協同組合連合会園芸部園

私からの要望でありますが、先ほ芸販売課長

どから申し上げましたように、選果場が老朽化

している、予冷庫も老朽化しているということ

で、再編整備もかけないといけないというとこ

ろでありますので、それに対する御支援と県内

の物流を再編した場合は、どうしても全ては切

り捨てることはできませんので、横持ち並びに

県内の物流というところも大変重要なところに

なりますので、こちらに対しますところに何か

。御支援がいただければなというふうに思います

特にＴＰＰあたりも、米、畜産関係で大きな

関税撤廃になると影響が出るという中で、農地

が荒廃していく、水田をつくらなくなった、飼

料の牧草地をつくらなくなった後に、やはり何

をつくっていくか、また、宮崎の農業をこれ以

上弱体化させないためにも、生産基盤の維持と

いうのは、我々も必要だということで強化して

いきたいということで考えてはいるわけなんで

すが、そういうふうなところで、担い手が少な

くなる中で、生産者一人一人を面積をふやして

いただく。そのためには、やはり、選果という

ところは、ＪＡが担っていくというところがや

はり必要だということもありますので、業の分

業、農家はつくることに専念して、収穫から選

別、こういうのは、ＪＡがサービスを行うとい

う形でやっていくことが必要かというふうに思

いますので、そのあたりの御支援等を願えれば

というふうに考えるところです。

以上です。

ありがとうございました。○押川委員長

○橋元日本鉄道貨物（株）九州支社九州北部支

済みません。時間が押し迫ったと店副支店長

ころで、私から最後に、先ほど木材連合会さん

からも出てたんですけれども、この会議をもち

まして、別に議論される場があるのかとか、あ

と、きょうしたことで非常に建設的な意見も出

まして、行政への投げかけとかいろいろおっ

しゃっていただいたんですけれども、それを、

あと出席した方にトレース、またフィードバッ

クをしていただけるのかとか、そういったこと

をちょっと後でまた教えてほしいなと思いまし

て、簡単な質問ですけれども。

。 、○押川委員長 わかりました そういうことは

しっかりまたお伝えをしていきたいというふう

に考えております。

先ほど言○野中宮崎県トラック協会専務理事

いましたけれども 中型免許です 今のところ29、 、

年４月です。今の高校３年、高校２年生対象外

です。前倒しできるようによろしくお願いいた

します。

わかりました。時間がまいりま○押川委員長
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したので、以上で終わりたいと思いますが、よ

ろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、私のほうから一言お○押川委員長

礼を申し上げさせていただきたいと思います。

、 、本日は 大変お忙しい中に御出席をいただき

まことにありがとうございました。それぞれの

団体の皆さん方から意見交換会の中で貴重な御

意見をいただきました。このことを、我々今後

の委員会活動に取り入れていきたいというふう

に考えております。それぞれの団体の皆様方の

今後ますますの御発展、御健勝を心から御祈念

申し上げ、先ほどもありましたように、きょう

議論したことに対しましてはまた、即答ができ

ない部分におきましてはあれですけれども、で

きることからまたフィードバックさせていただ

いて、今後、本県の物流のあり方について我々

も真剣に取り組んでいきたいというふうに考え

ているところであります。本日は本当にありが

とうございました。

暫時休憩をいたします。

午後０時１分休憩

午後１時１分再開

それでは、ただいまから、県議○押川委員長

会総合交通・観光・経済対策特別委員会と観光

関係団体の皆様方との意見交換会を始めさせて

いただきます。

本日は、大変お忙しい中に御出席をいただき

まして、まことにありがとうございます。当委

員会の委員長を仰せつかっております押川でご

ざいます。

本日は、各団体様の現状や課題等についてお

伺いしますとともに、観光客の受け入れ環境の

整備などについて意見交換会をさせていただき

、 。ますので どうぞよろしくお願いをいたします

次に、委員を御紹介いたします。

最初に、私の隣が田口雄二副委員長です。

続きまして、皆様から見て左側になりますけ

れども、緒嶋雅晃委員であります。

外山衛委員です。

山下博三委員です。

島田俊光委員です。

日高博之委員です。

、 、続きまして 皆様から見て右側になりますが

井上紀代子委員です。

新見昌安委員です。

図師博規委員です。

徳重委員です。

なお、本日、井本委員が所用のため欠席をし

ております。

それでは、早速ですが、各団体様の概要説明

をお願いしたいと思います。

まず、最初に、みやざき観光コンベンション

協会様からお願いをいたします。

○豊島みやざき観光コンベンション協会専務理

座ったままで失礼いたします。みやざき観事

光コンベンション協会の豊島でございます。本

日は、押川委員長を初め、委員の皆様にはどう

ぞよろしくお願い申し上げます。

まず、初めに、きょう出席しています協会の

職員を御紹介させていただきます。委員の方か

ら向かって私の右手になりますけれども、観光

推進局長の甲斐であります。県からの出向とい

うことになります。さらに、右のほう、コンベ

ンションスポーツランド推進局長の柳田です。

宮崎市からの出向ということになります。

それでは、引き続き、私のほうで資料に基づ

きまして、今の協会の現状について、御説明、

御報告をさせていただきます。
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資料はＡ４、２枚で右上のほうにみやざき観

光コンベンション協会とあった資料をごらんを

いただきたいと思います。

まず、もう御存じと思いますけれども、私ど

も、公益財団法人みやざき観光コンベンション

協会は、当時の社団法人宮崎県観光協会、そし

て、財団法人の宮崎コンベンション・ビューロ

ー、そして、スポーツランドみやざき推進協議

会という観光の３団体が観光関連団体の体制の

強化ということで、平成16年に統合をされて設

立されました。そして、平成20年４月からは公

益財団法人に移行をいたしております。

そうした設立した経緯もありまして、私ども

は、観光振興、そして、コンベンション誘致、

そして、スポーツランドみやざき推進というこ

の３つの柱で業務を遂行、推進をしているとこ

でございます。

まず、１つ目、観光の振興につきまして、主

な状況を御紹介申し上げます。

（１）は、東九州自動車道が来春には北九州

から宮崎までが全線開通をするということを見

据えて、平成25年に大分県と東九州広域観光推

進協議会を設立をいたしまして、観光客の誘客

に取り組んできております。

①の「大分・宮崎ドライブパス2015」と言い

ますのは、今お手元にこういう少しブルーぽい

パンフレット、リーフレットを置いてございま

す。これは、このリーフレット右下の地図を見

てもらいますとわかるように、広島から以西の

高速道を使いまして大分・宮崎に来ていただき

ますと、大分・宮崎でのインターチェンジでの

乗り降りが自由になるというプランでして、こ

としの７月18日からこのプランを実施をいたし

ております。今週の25日現在、直近で9,000件に

及ぶような申し込みをいただいているところで

ございます。

参考までにこのプランは、昨年から取り組ん

でおりますが、昨年の実績は、そこに書いてま

すとおり、利用実績が2,420件ですので、ことし

につきましては、まだ１カ月少し残しておりま

すので、さらに大分・宮崎県の誘客の効果が図

れるものと考えております。

②は、これは、ＪＴＢ九州さんとの連携とい

うことで、宮崎と大分だけにスポットを当てた

「大分・宮崎ほっと東九州」という旅行商品を

つくりまして、これも今月から誘客促進を図っ

ているというところでございます。

（２）の「神話のふるさとみやざき旅行券」

事業といいますのは、これは、国のふるさと創

生交付金を使った事業であります。①のコンビ

、 、ニでの旅行券につきましては 宮崎への旅行券

いわゆる額面5,000円の券を2,500円で購入いた

だくということなんですけれども、これは、セ

ブンイレブン、ローソン、ファミリーマート、

大手３社で５月と６月に２万2,000枚発行いたし

ました。全て完売をしておりますが、８月末現

在で、県内の宿泊施設で利用された旅行券の枚

数が１万5,383枚ということで、利用率が70％と

なっております。この券は、９月末までが有効

期限となっておりますので、恐らく消化できる

ものと思っております。旅行券が利用できる県

内の宿泊施設は、現在ここに書いていますとお

り265施設でありまして、県内のほとんどのホテ

ル、旅館に加えまして、農家民泊や民宿等、幅

広く対象といたしております。

②は、インターネットの宿泊予約サイトでの

宿泊割引クーポンの発行状況ということで じゃ、

らんと楽天の大手宿泊サイト２社で発行をいた

しておりまして、８月末現在のクーポン、これ

割引券ですけれども、クーポンの利用件数
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が5,954件、実際にクーポンで使われました使用

実績が約3,800万円となっております。

（３）は、海外からの観光客の誘客いわゆる

インバウンドの状況であります。いずれも上半

期の搭乗率等を記載しておりますけれども、一

番上の韓国が63.4％ですけれども、これは、こ

とし５月にＭＥＲＳが発生をいたしました関係

で昨年よりも低くなっておりますが、現在は、

順調に回復をしてきております。

また、真ん中の台湾につきましては、鹿児島

が今、週４便、宮崎が週３便ございます。毎日

どちらかでも就航しているという、いわゆるデ

イリー化となったということで、宮崎から入っ

て鹿児島に出る、あるいは鹿児島から入って宮

崎から出るということが可能になった関係も

あって、順調に推移をしているところでもござ

います。

一番最後、香港につきましては、今週28日か

ら定期便となったことで、今後の伸びが期待で

きますし、さらに誘客にも力を入れていきたい

というふうに考えております。

ページをめくっていただきまして、②ですけ

れども、これは、外国の大型クルーズ船の就航

状況を記載しております。昨年、油津港の改修

ということで、16万トン級の就航が可能になっ

たわけですけれども 中ほどの８月16日は クァ、 、

ンタム・オブ・ザ・シーズという16万トン級の

クルーズ船の入港が実現できました。これには

記載はございませんけれども、細島のほうが、

あと２隻予定があったんですが、台風の影響が

ありまして欠航となっております。

次に、２つ目の柱のコンベンションの誘致で

すけれども、昨年度は、関係機関とも連携し、

誘致に努めた結果、開催件数としては、前年度

を上回る193件となったものの、大規模会議が少

なかったということもあって、延べ参加人数が

約21万8,000人ということで前年度を下回ってお

ります。今年度も引き続き、東京・福岡での学

術関係者等を対象にしたＭＩＣＥ、誘致懇談会

等を開催し、誘致に努めているところでもござ

いますが （３）にありますとおり、ＭＩＣＥの、

誘致活動の情報共有あるいは機運の醸成も高め

たいということで、民間・大学・行政等の宮崎

ＭＩＣＥ推進協議会を来月に設立の予定ではあ

ります。

また、米印に書いてますように、最近の話題

としましては、平成30年に日本青年会議所の全

国大会が宮崎での大会が決まっております。こ

れ参加者が、ＪＣ会員が１万5,000人、シニアク

ラブが2,000人というかなり大きな会議の大会が

一応開催が決定いたしました。

最後に、３のスポーツランドの推進ですけれ

ども、昨年度、26年度に県外から受け入れたス

ポーツキャンプ、合宿は、1,262団体、延べ参加

人員が約17万9,000人で、いずれも過去最多と

なっております。

今後は ４年後には ラグビーのワールドカッ、 、

プが開催されますし ５年後には東京オリンピッ、

ク・パラリンピックがございます。それらを見

据えて、市町村や関係競技団体等と連携をとり

ながら、もっと多くの市町村で受け入れる全県

化ですとか、春、秋に限らない通年化、種目の

多種目化を進めてまいりたいと、今考えている

ところでございます。

以上が、簡単ですけれども、当協会の概要で

あります。よろしくお願いいたします。

ありがとうございました。○押川委員長

次に、日本旅行業協会宮崎地区委員会様、お

願いをいたします。

改めま○鈴木日本旅行業協会宮崎地区委員長
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して、日本旅行業協会宮崎県地区委員会の鈴木

でございます。済みません、このような場はな

れておりませんで、手元の資料を読ませていた

だくことを多々あるかと思いますが、御了承よ

ろしくお願いいたします。

まず、初めに、本日はこのような機会をおつ

くりいただきました押川委員長を初め、特別委

。員会の先生方に感謝を申し上げたいと思います

ありがとうございます。

簡単に、私ども日本旅行業協会宮崎県地区委

員会のことを説明をさせていただきます。

まず、日本旅行業協会ですが、昭和34年に運

輸大臣登録の旅行会社26社が共同となって国際

旅行業者協会というものを立ち上げたのがきっ

かけでございます。その後、昭和50年に現在の

日本旅行業協会という名前になりまして 平成23、

年に一般社団法人化されております。

私ども、宮崎県地区委員会は何をしているか

というところなんですが、構成メンバーは、宮

崎県に本社、支店を置く旅行会社16社でして、

私が所属しております近畿日本ツーリスト九州

宮崎支店のように今現在事務所を置いておりま

して、今、私が委員長という形でさせていただ

いております。

旅行会社は、御存じのとおり、本来は、地元

のお客様を旅行先にお連れするということが主

な役割でございましたが、近年、国が進める地

方創生の考えのもと、大手の旅行会社が中心に

なるんですけれども、着地の商売に徐々に移行

しているという状況でございます。

また、おくれていたインバウンド事業への参

画も急ピッチで進めております。先日23日に、

菅官房長官が訪日外国人旅行者のさらなる増加

と地方への誘客を図り、新たな会議を設置する

、 、という方針がありましたが このようなことも

私ども業界としても、密に連携しながら進めて

いるところでございます。

中央では活発な動きがあるんですが、実際に

宮崎の地区委員会としてはまだまだ全会一致で

地方創生だとかの誘客に関して進めているとい

う状況には現在なっておりません。まだまだ出

発のほう、出るほうの仕事が多々ある状況もご

ざいまして、今後、それが課題になっておりま

す。

済みません、本題のほうに入らせていただき

ますが、お手元のきょうは２枚目のところから

、資料のほうをつけさせていただいておりますが

きょうはたくさんの業界の方々いらっしゃいま

すので、私のほうとしては、他県、特に九州隣

県のところ、もしくは日本国内と宮崎県全体の

観光に関する数値を比較しながら、宮崎の置か

れた状況というものを御説明をさせていただけ

れば、問題を共有していただければというふう

に考えております。

宮崎への観光客が減少しているということを

よく聞かれると思うんですが、実際に、具体的

な数値で把握されているという先生方もそうた

くさんいらっしゃらないんじゃないかというふ

うに思っております。

私たち業界の中でも、かつては、宮崎にバス

のツアーたくさん来てたよねというような話等

聞きますが、実際、最近では、高千穂等に来て

る程度で市内では余り見受けられないというよ

うな状況もあります。

お手元の資料の２枚目のところ、これは、宮

崎市の宿泊の利用者数という統計でございます

が こちらのほうごらんいただくと 平成８年296、 、

万8,000人というものをピークに、昨年は220

万8,000人と、昭和53年以来の低い数字になって

いるという状況です。宮崎は、平成19年の鳥イ
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ンフルエンザ、22年の口蹄疫、23年の新燃岳噴

火と、全国的に見ても、非常に大きな災害等に

見舞われてきました。ただし、次のページのこ

れ鹿児島市の統計の資料なんですが、こちらの

ほうをごらんいただきたいんですけれども、鹿

児島の全体の数字、こちらのほうをごらんいた

だくと、全体的に宿泊者数はふえている傾向な

んです。こちらのほう、確かにリーマンショッ

クや平成23年の東日本大震災等の影響が鹿児島

にも当然あったはずなんですが、こちらのほう

は伸びているという状況あります。宮崎のほう

と、済みません、行ったり来たりで恐縮なんで

すが、比較していただきますと、23年、特に鹿

児島のほうがぐっと伸びているところが、これ

が、実は九州新幹線が開通した年なんです。こ

。の年から非常に鹿児島のほうがふえております

実際、これ私の所属する近畿日本ツーリストの

データを見ても、23年の九州各県の宿泊の数字

というものは、全て軒並み上昇しております。

宮崎だけが減少しているという状況になってお

ります。

さらに、この宿泊の数字の中で一つ気になる

のが、宮崎のほうは、県外客が減っているとい

う現象が非常に気になります。鹿児島は逆に県

外客が伸びているということで、先日13日に、

観議連の先生方のほうで開催いただきました懇

談会の講師に来られた山田先生もおっしゃまし

たが、なるべくやはり遠くからお客様に来てい

ただくことが経済効果にもつながるということ

からいっても、この状況というのは、非常に心

配な状況であります。

次のページに移っていきますが、実際に本当

に心配なのかというのは、やはり観光消費額の

ほうでちょっと見てみたいと思うんですが、こ

ちらのほうも、まず、宮崎市の状況です。22年

から26年入っておりますが、非常に右肩下がり

の状況になっております。特に主要な宿泊費で

すとか、それから、土産品代、こちらのほうが

下がってます。

逆に、次のページ、お時間余りありませんの

で、鹿児島のほうをごらんいただくと、逆に伸

びているという状況です。これは、民間側の問

題かもしれませんが、やはり、ここに関しても

対策というのが必要かと思います。

山田先生ですとか、昨日、観光推進課さん、

そして、みやざき観光コンベンション協会さん

が主催いただきました際に講師としていらっ

しゃった中村先生もおっしゃってましたが、や

、 、 、はり 付加価値を高めて プレミア感を生んで

全体的な単価を上げるということをしていかな

いと、これはいけないなというふうに考えてお

ります。

最後に、済みません、時間が長くなって恐縮

ですが、海外のインバウンドの状況について、

簡単にお話をさせていただきます。

、宮崎のインバウンドが伸びているという話は

いろいろ聞かれているかと思いますが、ただ、

実際に本当にどうなのかということを、全国と

の比較をしてみますと、現在、そこに宮崎と全

国の数字というものを上げておりますが、やは

り、全国の数字というのは宮崎以上に伸びてい

るという状況があります。平成26年、27年とも

に同じような状況です。宮崎の場合、香港航空

の就航、それから、一番近いところで台湾に関

しては全国平均を上回っておりますが、ここに

記載の４カ国以外の部分でもほとんどが全国平

均を下回っているという状況です。台湾、香港

からの誘客は一番大事ではございますが、それ

だけでは、今後ますますおくれをとってしまう

ということがあるのではないかというふうに思
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います。

きょうは、厳しい数字ばかりを並べさせてい

ただきましたが、決して、いたずらに危機感を

あおったりするつもりで示したつもりではござ

いません。今後、県議会の先生方と一緒に考え

る機会になればというふうに思って、提示させ

た次第でございます。

今後、ますますこのような形でお話する場を

設けさせていただきまして、より具体的に話を

進めることができればよろしいんじゃないかな

というふうに思ってます。

他県の状況を見ても、鹿児島県では、知事と

日本旅行業協会含めて、観光団体のほうとの意

見交換の場を設けたりということもしているよ

うですが、残念ながら、宮崎ではほとんどそう

。 、 、いうことが行われておりません やはり 今後

県議会の先生方中心に官民一体となって、宮崎

の観光ビジョンが考えられればというふうに

思っております。そうでないと、今後の宮崎の

観光の浮揚というのは非常に難しいものと思っ

ております。

本日は貴重な時間をいただきまして、ありが

とうございました。

ありがとうございました。○押川委員長

次に、ホテル旅館生活衛生同業組合様にお願

いをしたいと思います。

○川越宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合理事

どうも 旅館組合の川越でございます きょ長 、 。

うは、このような特別委員会を開いていただき

大変ありがとうございます。この前の観光懇談

会でも申し上げましたように、私も、二、三年

前から、口蹄疫以来とにかく余りひどいもんで

すから、小委員会でも設けて、我々の意見を聞

。 、いてほしいと申し上げていました このように

、 、本年度は 特別委員会を設けていただきまして

大変感謝しています。

それと同時に、知事さんも２期目になりまし

て、観光というものに対する非常に啓蒙が深く

なりまして、ＬＣＣの問題、これも導入されま

した。それから、今度は10年後に国体を招致し

ようということで、これ非常に我々にとっては

夢のある、非常に期待できることなんです。

なぜかといいますと、国体10年後にやられま

すと、この国体に向けて、事前に宮崎に対する

県外から合宿、大会等が相当入ってきます。だ

から、一過性の10年後の国体だけじゃないんで

。 、す その事前のいろんな取り組みがありまして

これは効果があるんです。

30年前に開催されたときにもやっぱりそうい

う状況もありました。我々も非常にこれは期待

してますので、うれしいことでございます。

申しわけございません。きょうは３人来てま

す。宮崎市の支部長の有田さんでございます。

それから、事務局長の田爪さんでございます。

宮崎県は、今、支部が11支部であります。高

千穂から串間、えびのまでありますが、大体宮

崎市が中心でございまして、統計上でも宮崎県

全体で約320万人ぐらいの宿泊者がいますが、大

多数の220万人が宮崎に集中しているわけでござ

います。この220万人というのは、多いのか少な

いのかとかといえば、この前の山田先生のお話

にもありましたように、あのスイスの一番人気

のある マッターホルンのあそこでさえ 年間200、 、

万人ぐらいしか泊まってないんです。マッター

ホルンのツェルマットでは施設が128ぐらいあり

ます。宮崎市で、今、旅館組合に加入している

施設が45ぐらいしかないんです。でも、キャパ

は大きいわけです。そうしますと、45の施設で

キャパがそれだけ大きいから200万人ぐらいの

やっぱり今来ているわけでございますが、それ
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でも、全国に比べれば、これはもう大した人数

じゃないんです。

資料の観光庁のこの統計を、青いこれを見て

ください。多分ダブるところございます。これ

見てますと、３ページを見ていただければわか

りますが、このグラフを見ていただければ、都

、道府県別の延べ宿泊者数を見ていただきますと

宮崎が下から８番目です。348万人でも、全国に

比べれば非常にこんなものなんです。では、ど

こが多いかというと、やはり、それは当然ずば

抜けて東京が多いんですが、やはり、北海道、

沖縄がこれはずば抜けて多いです。こういう統

計でありまして、今、300万人が多いか少ないか

というと、全国に比べればこれぐらいのもので

ございます。

鹿児島、長崎、熊本、大分はというと、ずっ

と上を見ていただくと、大体これが九州の場所

なんですね。宮崎は、実は他県に比べて半分な

んです。佐賀は、これはもうキャパが小さいか

ら、非常に宿泊者も少ないというのはもう当然

です 実は 過去は宮崎も九州各県ぐらいはあっ。 、

たんです。その一番の根拠となるものは修学旅

行なんです。10年前の口蹄疫以前は、修学旅行

が、大体６万5,000人ぐらいありました、今

は4,000から4,500、毎年1,000人ぐらいしかふえ

ていません。これも努力していけば、当然上向

いてくると思います。

あと、もう一つは、先ほどから鈴木さんも、

豊島さんもおっしゃったようにインバウンドで

す。これ16万人というのは、全国で比べれば、

これちょうど中間なんです。５ページ見てくだ

さい。ちょうど和歌山、鹿児島の下の下を見て

。 。宮崎があります 16万人という数字があります

これは、県も、また市のほうも、皆さん、行政

の方がこれ非常に努力している証拠です。これ

は、非常に我々も喜ばしいことでございます。

ただ、東京、大阪のこれに比べればもう本当

に16万人というのは微々たるもんで、さらに努

力する必要があるように思います。

統計だけ見まして、このように言っても仕方

がないんですが、ことしは、私も、この前の観

議連のときに申し上げましたが、ふるさと旅行

券でことしは非常によかったです。もうおかげ

さまで、全体的に、全国のやっぱり取り組みで

すから、これは補助していくこと間違いないん

です。ただ、やっぱり来年のことが、どうして

、 、も心配で 我々は何も対策を打ってないですし

多分来年はもうこれ確実に減るだろうという予

想はしております。

そこで、我々も対策もとれないし、どうした

らいいものかなと思って、いろいろみんなと協

議してたんですが、全国で、多分先生方御存じ

だと思いますが、多分毎年でしょうけれど

も、1,000億の国の交付金というのはあるんじゃ

ないでしょうか、いかがですか、委員長これは

ありますよね、1,000億ね （ はい」と呼ぶ者、「

あり）全国にね。今2,000億あったわけですね、

ことしは、ふるさと創生で。この1,000億の交付

金を県にどれぐらい交付されるか私もわかりま

せんが、特別にとにかく観光のほうに回してい

ただいて、これを利用する手はないもんでしょ

うかというのが、私のきょうの来年度の提案で

ございます。私も、どれぐらい予算を組むのか

わかりません。もう先生方が一番御存じだろう

と思いますので、ぜひとも、この交付金を活用

されて、今のふるさと創生にかわるような何か

対策をとっていただければと思ってます。

これ、私、宮崎市にも申し上げております。

だから、市と県とで何か特別取り組んでいいた

だいたら、我々も助かりますので、できること



- 37 -

平成27年10月30日（金曜日）

ならひとつ進めていただければと思っておりま

す。

それと、新幹線の問題です。これは、今、鈴

木さんが言われたように、鹿児島が浮上してい

るのはこのやっぱり新幹線のおかげなんです。

幾ら桜島爆発しようが、これは関係ないです。

やはり、新幹線効果というのは、ＪＲ言わせれ

ば、200倍の効果が出ていると言ってます。ＪＲ

の川原さんに聞きましても、多分、宮崎では300

倍の効果が出るでしょうということをはっきり

言っています。ただ、それを取り入れるかどう

かというのは、宮崎県全体の熱意の問題だとい

うことで、きょうの新聞にも出ていましたが、

宮崎で新幹線必要なのかと、ただお金だけ必要

だと。そういうことは、それは一般の人の考え

る言葉であって、我々商売人、経済人というの

は、やっぱりどうしてもこれ必要なことなんで

す。

ただ、私、いろんな場で申し上げてるんです

が、本当に宮崎県に新幹線は来るのかと。頭か

ら来ないんであれば、我々はもう討議する必要

はありません。ですから、努力すれば、これは

熱意があれば、ＪＲは傾くんじゃないかという

ことはＪＲの担当者も言っています これははっ、

きりと、お金の問題じゃないと。宮崎県民の全

体の熱意の問題とおっしゃっています。ただそ

れだけだそうです。

そういう熱意がなかったから、宮崎には新幹

線の引っ張られなかったということを、新聞に

ＪＲの担当者が書いております。

もう一つは、宮崎に世界遺産を１つぐらいつ

くってはどうでしょうかというのが、私のきょ

うの先生方に対する提案でございます。

前から議員の先生がおっしゃっておられまし

たが、県北でも、今そういう機運が出てます。

私は出していいと思います。支部長会ではそれ

出しなさいと言っています。やはり、世界遺産

というのはどこでも出していいと思います。宮

崎県にはそれだけのものがいっぱいあります、

宝が。それを利用しない手はないと思います。

西都原の古墳、それから、生目の古墳、これ

は、日本全国にないものなんです。大変難しい

問題があると思いますが、世界遺産として、こ

れはぜひとも提案していただければ、宮崎県も

皆さんが喜ぶんじゃないでしょうか。というこ

とで、ひとつこの世界遺産のことを提案してお

きたいと思います。

、 。 、それから もう一つよろしいですか これは

今県が進めているサーフィンの問題なんです。

オリンピックにも、こういうサーフィンの問題

が出てきました。これはオリンピックの種目に

。 、 、なるだろうと思います ただ 県の施策として

今、木花、青島、日向にもスポットがあり、宮

崎県全体でサーフィンを進めています。非常に

、これは的を射た取組じゃないかなと思いまして

ただサーフィンに対するそういう施策はやって

いても、どこの地域も環境整備がほとんどなさ

れてないです。一番整備されたのは日向です。

宮崎地区の木崎浜、青島地区ほとんどされない

んです。それと、日南のほうも環境整備がされ

ていない。

環境整備って何かといいますと、駐車場の問

題、それから、シャワーの問題、それから、飲

食店、休憩所の問題もあります。これさえあれ

ば、サーファーは来ます。そういうインフラ整

備をしていただければ、オリンピックに向けて

の 全国から大会 合宿が来るんじゃないでしょ、 、

うか。特に早目にこれは整備されたほうがよろ

しいと思います。もう時間は待ったなしです。

まだいろいろ申し上げたいことはあるんです
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が 東九州自動車道の問題も 非常に我々にとっ、 、

。 、 、ては非常に追い風になっています 特に 大分

。 、四国の乗用車が多くなりました ということで

もうこれは完全に私のお願いでございます。よ

ろしくお願いしたいと思います。

以上です。ありがとうございます。

次に、飲食業生活衛生同業組合○押川委員長

様にお願いをしたいと思います。

○代口宮崎県飲食業生活衛生同業組合理事長

宮崎県飲食業生活衛生同業組合の代口と申しま

す。今回、初めてこちらの特別委員会にお招き

、 。 、いただきまして ありがとうございます また

意見を言う機会まで与えていただきまして、あ

りがとうございます。

飲食業生活衛生同業組合、ちょっと名前が長

いんですけれども、飲食業組合と言っているん

ですが、実は、この生衛業の中の一つでござい

まして、設立されてことしでちょうど50周年を

迎えた組合でございます。宮崎市のほうでは組

合加盟率が少なくて、皆さん御存じないかと思

うかもしれませんけれども、理容業、美容業と

いうのは組合加盟しているのも結構多い状態で

ございます。組合としましては、県内11支部、

現在1,301名ございます。

そういった中で 現在 組合の活動としてやっ、 、

ているのは、食の安全安心、これを一番気をつ

けてやっております。現在、食品衛生協会と、

これ県の保健所の管轄になりますけれども、こ

ちらのほうと連携してやっているんですが、こ

食品衛生指導員というのがございます。その約

半数以上は組合員がやっております。その組合

員が、食品衛生につきまして、巡回指導等々を

やっておりまして、食の安全安心を守っている

ような状況でございます。

数年前に北陸地方のほうで、ユッケで食中毒

ございまして、たしか４名ぐらい亡くなったと

思うんですけれども、そういったところは組合

に入ってないんです。入ってないところが、食

の安全安心というものに対する理解がなくて、

、食品の取り扱い方がルーズになっておりまして

現在、組合というのは、ほとんどの方が調理師

の資格を持っていますけれども、今は、お店を

開店するに当たりまして、調理師の資格は別に

必要ないんです。開店したいといえば、もうそ

のままできますので、調理師の資格を持ってい

る方というのは、ほとんど組合員さんのお店に

限られてまして、また、今、ビジネスとしてお

店やっているところが多くて、そこで働いてい

る人たちは、食の安心安全のことを何も理解し

てない、アルバイトとか、そういった方が多数

やっている状況でございます。そんな中で、や

はり食の安心安全を我々は提供していかなきゃ

いけないかなと思います。

現在、組合のほうで取り組んでいるのは、そ

ういった県の飲食業を広くアピールしようと思

いまして、宮崎グルメという取組を昨年度から

やっておりますけれども、なかなかこれもうま

くはいってない状況でございまして、今年度は

引き続き、その宮崎グルメのホームページ等改

良をいたしまして、ショップサイトをつくって

いこうかなと考えております。

やはり、宮崎で来ていただいて、食べていた

だいて、そうして、そういった方がおいしいと

思った方は、またショップサイトで買っていた

、 。だいて 食べていただければと考えております

、 、なぜショップサイトかといいますと やはり

私たちは、飲食業をやっている人たちに組合に

入っていただきたい。よく言われるのが、組合

何のメリットがあるのですかと、いつもこう言

われます。そのメリットというのは、結局、も
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うかりますよといえば、ほとんど入っていただ

けると思うんです。そうやって組合に入ってい

ただければ、食の安全安心、こちらのほうを、

講習とかそういったのを通じて広く知らしめて

いかなければと思います。

資料の次のページにございますけれども、ほ

とんどがこれどこの組合もそうだと思うんです

、 。けれども 組合数がだんだん減少しております

この減少しているのは、新規に加入しない、そ

れと、ほとんどがパパママストアでやってまし

て、後継者がいない、それで廃業していくとい

う感じで減っているような状況でございます。

。 、飲食店自体は別に減ってはおりません むしろ

ふえてるんじゃなかろうかと思うんですけれど

も、組合が少ないということで、厚労省の課長

、通達が各保健所等にも行っておりますけれども

まだそれが功を奏してないような状況でござい

ます。

それと、もう一つ、こちらのほうの資料がご

ざいますけれども、これも、今、みやざきグル

メをＰＲするためのリーフレットであり、これ

は、スマホでかざしていただければこちらのサ

イトに行くというＡＲ技術を使っておりますけ

れども、とにかく何でもかんでもやってみよう

というのが私たちの考えでございます。

特に、観光と飲食業というのは、もうこれは

、一体化されなきゃいけないと思っておりまして

これからも、きょうもお見えですけれども、ホ

テル、旅館業、あるいは旅行業者の方にもアプ

ローチしまして ぜひ連携をとって ツアーパッ、 、

ク等にも組み込んでいただければと思います。

現在 都城グルメで焼き肉三昧というのをやっ、

ているお店があるんですけれども、ここも先日

観光バスが１台来まして50人ほど入ったという

ことでございまして こういった事業を広くやっ、

ていくためにも、これは、やはり、旅行業者さ

んたちともお願いしてやっていかなきゃならな

いかなと思います。

それと、宮崎県は食材の宝庫と私は考えてお

ります。そのためにも、ＪＡですとか漁連等々

お願いして、広く食材活用して、ただ、残念な

がら、私の考えているところは、宮崎県は、食

材が余りにも良すぎて料理が発達してないんで

す。それで、今年度取り組んでいるのは、各支

部にもお願いしてグルメレシピをつくろうと。

そのレシピをどんどん開発していって、みやざ

きグルメのレシピを幾つもつくって、各お店で

利用していければと考えております。

私の考えでは、宮崎は、神話の里ですので、

昔から伝わる 要するに地方に伝わる そういっ、 、

た料理を神話にかけてとか、そういったストー

リーをつけていろいろやっていく仕掛け、そう

いったのをやっていければと考えております。

多少長くなりましたが、以上でございます。

よろしくお願いします。

それぞれにありがとうございま○押川委員長

した。各団体様の説明等が終わりました。これ

、 、からは 御説明いただいた事項についての質疑

観光客の受け入れ環境の整備などの関する重要

。な意見交換を行わせていただきたいと存じます

委員の方からか何かお聞きしたいことがあれ

ばお伺いをしていただきたいと思いますし、団

体様のほうからも、忌憚のない御意見等をいた

だければありがいたいというふうに考えており

ます。まずは、委員の皆様方、何かございませ

んでしょうか。

旅館業組合さんのお話で、私は新○徳重委員

幹線のお話がちょっと気になったところです。

本当にやる気というか、それがあれば可能性が

あると。昔、瀬戸山先生が建設大臣をされてた
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ときに、鼻ひげ路線といって、九州自動車道を

えびのと鹿児島と宮崎に引っ張ってきたわけで

す。そのときには相当な批判があったことを記

憶しているんですが、やってみたら、すごい効

果が出たわけです。想定以上の効果が出て、結

、 、 、 、 、果として 宮崎まで10号線 269 そして 高速

３本通っていても、結果として、結構この高速

道路の効果が出てきているわけです。私は、そ

のやる気が、県民が新幹線を引くぞという気持

ちになったら、先ほど３倍の効果があるんだと

言われましたが そのとおりだろうと こう思っ、 、

ているんです。我々国民として、税金は同じよ

うに払っておるわけですから、鹿児島まで来る

新幹線であろうと、宮崎を通す新幹線であろう

と、一緒だと思うんです。だから、そういう機

運を高めていく努力をお互いにしていかなきゃ

ならない。調査して、今の現状で合わせて数字

を弾くようなことでは、一歩も進まないと。も

う全く採算ベースに乗らないとか、費用対効果

が出ないとかいうようなことになっては、これ

はもう話にもならない話で一歩も進まないと思

うんです。だから、このことは、もうこうして

鹿児島まで来たんだから、東九州も絶対通さな

きゃいけないんだと、通すんだと、通すべきだ

という主張をお互いに高めていくという、そう

いう機運をつくっていくことが大事かなと、こ

う思っておるんです。皆さん方と、そして、我

々行政も一体になって、県民挙げてこの運動を

展開していくような方策を見出していきたいも

んだなと思うんですが、いかがですか。

○川越宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合理事

どうもありがとうございます。ちょっと新長

、 。幹線のことについては 私も１つ申し上げます

実は、大分の旅館組合の理事長と、私、よく

話をすることがあるんです。大分はその新幹線

の問題が出ているのかと聞いたら、大分はほと

んど出てないそうです。なぜと聞いたら、要ら

ないんだそうです。北九州からそう時間かから

ないということで、そういう話は大分では出て

ないと。では、大分と宮崎とするなら無理な話

だなと私はやっぱり思っているわけです。それ

よりも、ＪＲの担当者から、川内からこの宮崎

まで新幹線引っ張ると構想が出ていたそうです

が、当時の政治家も行政も見向きもしなかった

という資料を見たときには、私は唖然としまし

た。中国では３年でやるというから、こんなに

日本って慎重にやらなきゃいけないものだろう

かと思って、もうＪＲの人たちは、大分から宮

崎までというのを考えているからこそ、私たち

。が生きている間は来ないよという発想なんです

それを、鹿児島から引っ張れば、これは10年以

内に、今度の国体までに引っ張れるんじゃない

かなと。これは、私の素人の考えです。

○有田宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合宮崎

同じ新幹線の考えについて、山形新幹支部長

線では在来線を走っていますね。だから、山形

新幹線方式で、もう八代から在来線発車すれば

いいんですよ。八代駅の新八代駅がどれだけ離

れているか知りませんけれども、八代からその

山形新幹線方式で宮崎の延岡まで走らせればい

いんじゃないですか。そうしましたら、とまる

、 。ところ 駅はもう特急がとまる駅だけでいいと

それをそのまま延岡から乗って、宮崎から乗っ

て八代に行って、そのまま博多まで行く、それ

も一つの方法じゃないかと思うんです。もう20

、 。年も30年も とても待てないと僕は思うんです

それもまた調査費が発表されましたので、そう

いったのをまた研究していただきたいと思いま

す。

今おっしゃったとおり、えびのか○徳重委員
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、 。ら宮崎まで83キロ 13年ででき上がったんです

そして、宮崎から延岡まで86キロ、これは26年

かかっているわけですね。早くやったほうが早

、 。くできるし 経費もかからないということです

私は、やる気があったら、今おっしゃるよう

に、鹿児島から引かなくても、八代からこちら

、 。にもってきたら十分いけると こう思ってます

その辺を考えると、この新幹線というのは、県

民に夢を与えますし、また、皆さん方にも活性

化の原点になると、こう思っておりますので、

一緒に頑張りたいと思います。

以上です。

ほかにございませんか。○押川委員長

記紀編さんの関係で本県に流れて○島田委員

くるいう人というのは、なかなか聞いてみて少

ないんですよね。しかし、スポーツランド関係

で来る人はいっぱいいらっしゃるわけです。と

、 、ころが 空港と宮崎駅との球場までのアクセス

この部分が、車で行く人は渋滞するし、バスで

行くと簡単にできるんだけれどもなというのが

あって、そう思う人たちは多いんだけれども、

そういう利便性というのは図られない。記紀編

さん関係のルートは貸し切りバスじゃないです

。 、か スポーツランドは貸し切りバスじゃなくて

個人で来るわけですから、やっぱりそこは考え

ないと、今後は、宮崎はやっぱりあれだけ宣伝

してるんだったら、そういうアクセスの問題も

やっぱり我々が考えていかないといけないの

じゃないかなと思うんです。県として、そうい

、う利便性を図るようなことができるんだったら

やっぱりそこを打っていく必要がある。宮崎の

観光で、昔のような新婚さんブームというのは

もうなかなか難しいじゃないですか。やっぱり

、スポーツをターゲットにしてやっていくために

、 、１年間四季を通じて 全国から呼び寄せるとか

、 、そして 有名人のスポーツクラブをつくるとか

そういうことをやったほうが、かえって宮崎と

いうのは、温暖なところですからいいんじゃな

いかなと思うんです。いかがですか。

○豊島みやざき観光コンベンション協会専務理

今、委員がおっしゃったように、スポーツ事

ランドというのは、私、物すごい伸び代がまだ

まだあるところだと思っています。観光はもち

ろんなんですけれども、スポーツランドはこれ

から先も伸びてくると思いますし、この前はラ

、グビーの日本代表が合宿張っていただきまして

その効果もかなりあって、その後に、すぐトヨ

タ自動車のラグビー部が同じ場所で合宿をした

いということでお見えいただきました。そうい

う口コミ等もあって、スポーツランド宮崎の優

位性というのは非常に高いと思ってます。そう

いう背景もあって、今回、東京オリンピックの

追加種目の野球、ソフトボール、サーフィンに

ついても手を挙げたというのは、そういう受け

入れ体制が万全だからというふうなことだろう

と思います。

ただ、川越理事長がおっしゃったように、野

球、ソフトボールは確かにちょっと地理的なも

のもあって なかなか厳しいけれども サーフィ、 、

ンについては、波という大きな武器があります

、 。ので 宮崎は非常に優位性があると思ってます

ただ、理事長がおっしゃったように、環境整備

が進んでいないというところは、私も全く同じ

気持ちを持ってます。

、 、今 委員がおっしゃったアクセスについては

なかなかちょっと私どもの中ではお答えは難し

いんですが、ただ、学生のスポーツ合宿を呼ぶ

にしても、実は、宿泊施設にバスがないとなか

。なか来てもらえないというところはございます

個人とはまた別なんですけれども、そういった
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面も含めて、やっぱりいろんな問題点を出しな

がら、また、私どもとか、ホテル旅館組合とか

協議をして、また、県も交えて入っていただい

て、そういうアクセス、宮崎交通さんが中心に

なろうかと思いますが、また、アクセスについ

ては、またもう一度再度考えさせていただきた

いと思います。

それと、宮崎県のサッカーチーム○島田委員

が優勝しましたよね。あのときにはすごく話題

になったんですが、あと野球とマラソンです。

旭化成がだんだん下火になってきています。そ

ういうことを踏まえると、有名人というか、ス

ポーツのその指導者を高校に連れてくるとか、

宮崎県で誘致して、先生を雇うとかいうことが

必要ではないかなと。やっぱりそれについても

アクセスというのがあって、連携してやらなけ

、 、ればならない問題でしょうけれども 県として

スポーツというものをターゲットにしていくん

だったらそれもいいんじゃないかなと。観光も

しかりなんだと思うんですよ、天孫降臨の地だ

から もう少し観光のメーンになるところをやっ、

ぱりターゲットにしてやるべきだと思う。九州

整備局長が、九州は狭くなったと言われるんで

す というのは それだけアクセスがうまく整っ。 、

ているんだよということです。だから、短時間

で有名なところを回っていけるというイメージ

だったと思うんですが、だから、来るお客さん

のために、どのような条件整備をしたら、宮崎

に来てもらえますかというのをお互いに考えて

いって 宮崎の観光の活性化につなげていかにゃ、

いかんのじゃないかなと、私は思うんですけれ

ども、どうですか。

○豊島みやざき観光コンベンション協会専務理

確かにスポーツで有名な方を引っ張ってく事

るというのも一つの方法だろうと思います。今

回、ラグビーであれば、全日本代表がキャンプ

に来たということで、そういうつながりで、ま

たラグビーがふえてきてます。また、駅伝にし

ましても、青山学院大が一応宮崎で合宿を張る

ということで、そういうイメージで宮崎が認め

られてきているところもあります。

実は、この前、パナソニックの関係で、今、

、サッカーとかラグビー来てもらってるんですが

そういう流れで話をしていると、パナソニック

に野球部があるという話になって、野球部の話

を始めると、じゃあ、宮崎でやっぱりやってみ

たいとおっしゃる。有名の方もそうなんですけ

れども、そういうスポーツ関係の人脈というの

をやっぱり一番大事かなと思ってますので、議

員のおっしゃったことも含めて何とか私どもと

、 、しては 人脈づくりをきちんとやっていければ

先に広がるものがあると思ってます。日本野球

機構にしましても、10月はファーム日本選手権

をやって、フェニックスリーグをやります。こ

ういう関係で、恐らくまたＷＢＣの事前合宿等

も宮崎に引っ張ってこれる優位性はあると思っ

てますので、そういう優位性を持ちながらスポ

ーツの誘致も努めていきたいというふうに思い

ます。

ありがとうございました。○島田委員

インバウンド、海外誘客で、海外○緒嶋委員

の人から見た宮崎県の魅力というのはどういう

ふうに考えておられるんですか。

国に○鈴木日本旅行業協会宮崎地区委員長

、よっていろいろ好みというものが違うんですが

例えば、最近言われてます宮崎の特徴からする

と花、これが九州内でも１年中、花が咲いてい

るという場所は九州内でもそうないと。特に、

このところ、いろいろ現地のほうセールスに行

かれている方、これ行政の方々も含めてお話を
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聞くと、特に春、こちらのほうの桜とか菜の花

ですとか、それから、秋のコスモス、こういう

。 、ものに対して非常に興味を持っていると 特に

これが九州内でも差別化を図るようなものじゃ

ないのかなというふうに伺ったりしてます。

先ほど言われた新幹線を引くとい○緒嶋委員

うのは、我々もそれは魅力があり過ぎるくらい

だと思うんだけれども、当面、ここ四、五年で

新幹線が引けるかというとそれはなかなか無理

な話。やっぱり一番いいのは、飛行機なんかで

来る人はもう空を飛んでくるわけだから、宮崎

の魅力が増せば来るわけだから、どちらかとい

うと、このインバウンドの人を全国的にほかの

、 、地域に負けんように誘客するというのが 当面

宮崎県としては手っ取り早いんじゃないか。そ

れも、高速道路もまだ整備は進めなくてはいけ

ない。今のところ高千穂に来た人が、阿蘇やら

大分のほうに行くわけです。もう県央のほうに

動いてこないというのが、やっぱりちょっと課

題になっている。

そうなると、私はいつも思うのは、やっぱり

言われたとおり西都原を世界遺産にももちろん

しなくてはいけないわけですが、やはり年中花

があり、そして、古墳を整備し魅力を高めると

いうふうな拠点化したものがないと、点から線

にして面にしなくてはいかんという中では やっ、

ぱり宮崎県の中心は西都だと思うんです。もう

、 、ちょっと西都原を整備することによって 宮崎

青島などを含めて裾野が広がってくると。ほか

のところは、やっぱりそれぞれ各県に拠点があ

るんです。宮崎県は、高千穂が宮崎県の拠点と

、言っても県北だから拠点とは言えないわけです

ある意味では。だから、そこを宮崎県の核とな

るものをどうつくっていくか、その中で観光振

興をどうするかという これは県のそういうやっ、

ぱり政策がはっきり見えた観光振興政策が、私

は宮崎県はまだないと思うんです。いろいろ言

われるけれども、何を中心に宮崎の観光振興を

するかというポイントが我々にはイメージとし

て浮かんでこない。ひなたとか何とか言うが、

何がひなたかわからない。やはり、我々はポイ

ントになるものをどうつくるかということを当

面は進めていくと。それから、裾野を広げてい

くというようなもんが必要だと私は思うんです

、 。けれども このあたりは皆さんどう思われます

○豊島みやざき観光コンベンション協会専務理

前半のインバウンド頑張れという議員の御事

。 、指摘です 国内人口が十分減ってきている中で

やっぱり外国人を取り込むというのは一番やっ

ぱりインバウンドかなと思ってます。

今、ソウル、台北、香港定期便があります。

韓国は搭乗率は少し低いですけれども、おおむ

ね70％に近いということで十分採算性がとれて

いると思っておりますが、何もせずにこの搭乗

率を確保できているというわけでもございませ

んで、それなりの対策を打ちながら、この搭乗

率を維持しているというのが今の現状ではあり

ます。正直、これ以外にじゃあどこをターゲッ

トに持っていくのかというのは、今からまた考

えていくところなんですが、恐らく東南アジア

であり中国でありということになってこようか

なと思ってます。

その際に、県とか私どもだけが旗を振ってし

、 、まってもどうしようもないところが 要するに

ホテル組合の川越理事長お見えですけれども、

そういう業界の方々とも、まだどのくらい正直

余裕があるのか、どういうところからの誘客を

図りたいのか、そこあたりは十分また検討とい

いますか、協議をしながら進めてまいりたいと

いうふうに思っております。
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、 、 、特に 今 鈴木委員長がおっしゃったように

タイあたりは 非常に花を好まれる国民性があっ、

、 、 、て しかも 非常に親日的な国だということで

まだ絶対数は日本ふえてませんけれども、伸び

。率はタイという国は非常に伸びてきております

、 、私ども 次なるターゲットはタイも考えながら

どこにするかというのはまた皆さんとも協議を

させていただきながら、もちろんインバウンド

は絶対頑張っていきたいなと思っております。

○川越宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合理事

先ほどの緒嶋先生のお話も本当おっしゃる長

とおりです。新幹線が来ないのであれば、やっ

ぱり空だと思います。

ＬＣＣは、先生方御存じのように、関空から

１本なんですね。これは、やっぱり東京から、

あるいは福岡から、名古屋から、ある程度４本

ぐらいこれがふえると、ＬＣＣの活用というの

、 。は これ非常に我々は効果出てくると思います

大変ありがたいことです。

それと、もう一つ、インバウンドで、今、県

が一番力を入れているのは韓国、台湾、香港で

す。今、実は台湾が非常に伸びているんです。

うちの田爪事務局長が実は台湾通なんです。こ

の人は、前はコンベンション協会にもいらっ

しゃった。そこで非常にやっぱり台湾のほう強

めていきまして、かれこれ100回ぐらい台湾に

行ってるでしょう。今、観光推進課が田爪さん

を利用して、いつも田爪さんと一緒に行動して

開発してきているんです。実は、県のほうはあ

る程度落ち着いてきている。そこに、宮崎市が

ちょっと気づいて、宮崎市もそれなら台湾やろ

うということで、初めて実は宮崎市が台湾に目

を向け出したんです。ことしから、宮崎市のほ

うは、１人当たり3,000円補助をつけましょうと

いうことで、誘致を図るような今対策とってい

ます。インバウンドは、台湾のほうが非常に強

まっていることは事実です。だから、まだ、Ｌ

ＣＣはやればやるだけ非常にこれは効果が出て

きます。多分修学旅行のほうも、観光推進課あ

たりからだんだん入ってくると思いますので、

こういうところをお願いしたいと思います。

言われたとおり、台湾はもう親日○緒嶋委員

的な国、世界で一番台湾が日本に対する理解が

あるというか、そういう国だと思うんです。そ

の中でも、高千穂も毎年台湾との友好を今でも

やっております。

それで、この前、福岡にある領事館にあたる

福岡経済文化弁事処の戎処長と話をしました。

これは知事にも言わないといけないのだが、戎

さんはもう宮崎には何回も来てるけれども、知

事は１回も私のとこにはお見えになったことあ

りませんと言われてる。台湾の九州における日

本の窓口は福岡なんです。だから、そこ辺の配

慮というのも、県もやっぱり考えなくてはいけ

ないのかなというふうにも思います。

それと、花がやっぱり魅力だと言われたが、

宮崎県は、かつては沿道修景で、どこ行っても

年中花が咲いて、道路を走ること自体が、観光

地であったわけですね。ところが、沿道修景の

予算までカットしてしまうものだから、今、道

路はもう草だらけで、修景という名前すら捨て

たほうがいいぐらいになってしまっている。だ

から、観光で生きようと思えば、それに目指し

て努力しなければ、来るお客さんが減るわけだ

から、やっぱり宮崎県としての努力が不足して

いると思う。予算がないからと言えば、もう何

もできません。しかし、いかに知恵を出すかと

いうのが、一番重要なことで、やっぱり観光振

興でも、宮崎に泊まられるお客さんがリピータ

ーになるためには、やっぱり宿泊のサービスと
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いうか、それがやっぱり向上されると、宮崎は

サービスがいいということで、宿泊しても満足

度が高いと。やっぱりそういうようなお客さん

が満足して帰らないと、次のお客さんもふえな

いわけだから、そのあたりの連携もやっぱり強

めていかなくてはならないのじゃないかなとい

うふうにも思うんですけれども。旅館の立場か

ら見てどうですか。

○川越宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合理事

済みません、私ばっかりで申しわけありま長

せん。先生がおっしゃるとおりで、以前は県か

らの委託で、宮崎交通がほとんど沿道修景整備

をやっていたんです。これがなくなったんです

ね。結局、宮崎何とか開発って会社があったん

ですがこれもなくなりました。これがなくなっ

たことによって、沿道修景というのがなくなり

まして、おっしゃるとおりで、もう日南海岸は

ほとんど草ぼうぼうです。これを地域の自治体

と、それから、農家の方たちをよくうまく使っ

て、農閑期にやっぱり彼らの仕事として与えた

ら、彼らも非常に助かるんじゃないかと思いま

す。

先ほどから私、スイスのことを言っています

、 、けれども スイスがあれだけきれいというのは

ほとんど酪農家の人たちがあれはやって、その

お金もらって生活しているわけです。財源は、

スイスに入っている観光税を全部充当している

んです それが今のスイスの美しい風景をつくっ。

ているんですね。

それから、彼らから聞きましたら、標高が上

に行けば行くほど金が高くなると。それで、上

を物すごいきれいにするんだというふうな話聞

きまして、まさに、これはやっぱり住民と一体

となった観光地づくりだなと思うんです。これ

に非常に私も感銘を受けてます。

○豊島みやざき観光コンベンション協会専務理

沿道修景の関係で言えば、私、昭和50年に事

県庁に入って、最初の所属が土木部観光課でし

た。非常に違和感があって、なぜ土木なのかと

いうと、まさしく議員がおっしゃるように、沿

道修景が中に入っておりました。

それから、しばらくして商工労働部に観光課

は移ったんですけれども、まさしく観光地づく

りをやる際に、やっぱりそういうハード面の予

算はどうしても必要になりますので、そのあた

りはもう先生のおっしゃるとおりかなというふ

うに思ったところです。

あと一点は、インバウンドの関係ですが、先

ほど、台湾が鹿児島とデイリー化になって順調

だというお話させていただきました。鹿児島の

。香港便も宮崎と同じ航空会社で運航されてます

ですから、いずれ香港便も、鹿児島イン、ある

、いは宮崎アウトというのは可能になってくると

チャーター便から定期便にかわりましたので。

もう一点は、11月に熊本県と台湾の高雄との

定期便が結ばれます。そして、香港と結ばれま

す。これも、全く宮崎と同じ航空会社です。韓

国のアシアナ航空ということで、熊本に入る定

、期便は全て宮崎と同じ航空会社になりますので

今後は、熊本イン、宮崎アウト、宮崎イン、熊

本アウトという、そういった商品をつくってい

きたいと思っておりますし、働きかけをしてい

きたいと思います。

そうなりますと、阿蘇をバックに1,800万人と

年間言われますけれども、阿蘇と高千穂をバッ

クにして旅行商品ができるというのが、インバ

ウンドで来られる方には非常に魅力的になるん

ではないのかなと思ってます。

それにつけても、中央自動車道がなるべく早

くできれば、本当に人と物は、東九州に、もう
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それ以上の物すごい影響力、インパクトのある

道路になると思いますので、そちらのほうを何

とか議員さんには頑張っていただきたいという

ふうに思っております。

よろしいですか。ほかにござい○押川委員長

ませんか。

私ども、東九州自動車道開通の関○日高委員

係で、大分県庁に行っていろいろと話を聞いて

きました。また、その中で、大分県の県議会議

員の先生たちが、豊予ルートについての議員連

盟をつくっております。四国と大分を結ぶとい

うもので、大分市長が選挙公約として掲げてい

るもので、そっちのほうを大分はちょっとやっ

ていきたいということで、その議連の志村議員

からも宮崎県のほうも協力してくださいという

ことで、この間からやり取りもしているところ

です。しかし、現実的にすぐ効果をあらわせと

いうことになると、やっぱり飛行機にかなうも

のはないというのも、統計上もう完全に出てお

るわけです。そして、宮崎空港は今の便数の10

。倍は十分賄える空港ということらしいんですよ

ちょっといろんな方と話すと、もうどんどん

便数をふやせれば その分インバウンドは上がっ、

てくるのは間違いないと。努力するのはそこら

辺だと。また、旅行会社に聞きますと、いや、

それもすごくいいんですが、旅行ツアーを組む

ときに、今の飛行機の大きさのでは、もうツア

ーが組みづらいんだという話を聞いたとこがあ

ります。もうちょっと大きな飛行機でないと組

みづらいという話ですが、飛行機会社もお金が

かかるため、そんな簡単には難しいなというと

こがちょっとずれているとこかなというふうな

とこがあるんで、まず、その辺がちょっとお二

方に、まず、その辺をちょっと聞きたいんです

けれども。

日高先○鈴木日本旅行業協会宮崎地区委員長

生ありがとうございます 実は 手元に2014 16。 、 、

年の全日空の中期経営戦略というのがあるんで

すが、この中に、今、日高先生がおっしゃられ

、たようなことと関係すること書いてありまして

国際線が、訪日外国人がふえるということで、

それを地方に持っていくということは書いてあ

るんですが、片や、地方に関しては中小型機を

。中心にしていくということを明言してるんです

既に、実は私ども出るほうの仕事もしている

という話をしましたが、来年の修学旅行、これ

に関して、もう既に来年の修学旅行の契約を旅

行会社するんですが、来年に関してはもう飛行

機が小さくなりますということで、今までも、

１機の飛行機で修学旅行が運べないという状況

があったのが、それが２機から、さらに３機、

４機に分けてくれとかいうのが出てきていて、

学校側もこれだともう大阪に無理だねとか、特

に中学校等が関西が多いんです。東京はそこま

でではないんですが、特に関西に関しては小型

機化が進んでおりまして、今、日高先生がおっ

しゃっている問題がツアー等で関西から組めな

いという問題があります。事実、宮崎が落ち込

んでいる最大の理由は、これはもう川越理事長

なんかからも聞いていただければと思うんです

が、関西からの一般のお客さんが大分減ってい

るという話を聞くんですね。これは、やはり、

ツアーのお客さん、あと個人のお客さんも含め

て、非常に落ちていて、これは、やはり、旅行

会社のほうも、ＪＲを中心にした商品が非常に

ふえているんですね。事実、うちのほうで、新

幹線がある鹿児島がいい例なんですが、10年前

には、ほぼ100％近くが飛行機で関西からツアー

に来ていたのが、今、ほぼ100％新幹線で入って

きているんです。
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関西からすると、九州という一つのくくりで

ありますので、宮崎でも鹿児島でもどこでもい

いという中で考えると、新幹線別に考えてしま

うと、熊本から入ってぐるっと宮崎のほう回っ

て、鹿児島から出てくれればいいんですが、ど

うしても、出るところ入るところというのがツ

アーの場合必要なんで、これにどうしても宮崎

が外れてしまってるという問題があります。

ですので、この航空会社に対して、宮崎の場

合飛行機のほうが大事だと思います。カーフェ

リーも大事なんですが、いかに飛行機、航空会

社に宮崎に下りていただくかとかという施策を

打って いただければ航空会社にとってもメリッ、

トがあると思います。長崎から出たり、福岡か

ら出たりということでできますので、ここは、

やはり、先生方と連携しながら、航空会社に対

してＰＲしていくということが非常に重要じゃ

ないかなと思っております。

○豊島みやざき観光コンベンション協会専務理

委員がおっしゃったように、宮崎空港も以事

前は360万人の搭乗者ということで、今がようや

く回復して280万人ということですから、まだま

だ伸び代はあるということですけれども、昔は

トリプルといいまして、ＪＡＬが飛び、ＡＮＡ

が飛び、ＪＡＳが飛びという東京は３便体制が

あったりとか、ジャンボが入ったりとか、そう

いう時代もございました。これどちらが先だっ

たかわかりません。輸送量が少なくなってきた

ので、乗る人が少なくなったので小型化になっ

たという話もありますし 燃費の問題等々でやっ、

ぱり飛行機が小型化になるというようなことも

ございます。

ただ、私ども臨時便の申請等を行いますけれ

ども、なかなか機材を大きくするというのは、

正直難しいところがございます。機材のやりく

りの中だと思うんですけれども。ただ、先ほど

御説明しました日本青年会議所の全国大会あた

りは、１万2,000人という方が宮崎県に入ってく

るとなると、当然、そのときは、機材を大型化

しないとアクセスはとれないというふうに思っ

たりもしていますので、そういったところどこ

ろでは、大型化、増便化をお願いしていこうと

思っていますし、今の小型化傾向に向かう国内

線の飛行機がすぐすぐには大型化のほうにいく

というのは正直なかなか難しいところがあるの

かなというのが正直な実感ではあります。

それだけちょっとお互いにずれが○日高委員

あって、それがうまくマッチングすれば、観光

客も、国内も海外もふえると思うんですよね。

これ課題ですよね。私どもも検討していかなく

てはいけないなと思っております。

それと、韓国と台湾です。今まで私も発想な

かったんですが、韓国のプロ野球球団が来てま

すよね。３球団ぐらいで試合してまして、台湾

からも来てますね。こちらの人は、言葉もわか

らないし、人気あるのかなんかもわからない。

ところが、今、韓国から入りやすくなりました

。 、 。よね そうすると ツアーが組めるんですよね

、 、 、応援ツアーとか そういったのをやれば 韓国

台湾の観光客が結構来るんだろうなと。向こう

ではかなり人気がある。特に、韓国からしてみ

れば、もう11月から冬ですよね。12月には雪が

降っているんです、韓国は。北海道より寒いと

言われているんですから、３月まではとても動

けない。ということは、韓国とかあっちの方面

の緯度からすると、宮崎は特別に狙いやすいで

すよね。フェニックスリーグとかいろいろ抱え

ているということですので、やっぱりツアーな

ども考えていただきたいなというふうに思って

おります。
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それと、通年化です。６月議会でちょっと質

問したんですけれども、ナショナルトレーニン

グセンターをやっぱりつくるべきだと。これは

なぜかというと、野球とかだけに限らずオール

シーズンスポーツが来ますよね。いろんな人が

治療に来たり、技術を高めることもちょっとあ

るのかなと思ったりもするんですけれども。そ

れをいつの間にか９月になったら宮崎市と何か

一緒になってやってたというふうなそういう話

も出てきているんですが、これは、やはり、文

科省の事業というのも必要ですけれども、宮崎

県としてこれをやっぱり進めるべきだと思うん

。 。です やっぱり特徴的なものになるわけですよ

でも、あそこのオーシャンドームにつくれば良

いというものでもないと思うんです どこかちゃ。

んとした場所を見つけて、宮崎なりのスポーツ

センターを整備するのは絶対に必要だというふ

うに思っているんですけれども、その辺のとこ

をちょっとお聞きしたい。

○豊島みやざき観光コンベンション協会専務理

それも、川越理事長が委員になっておられ事

、 、 、ますので そちらへ譲らせていただいて 韓国

、 、台湾の旅行商品の話 フェニックスリーグとか

春のキャンプ、プロ野球のキャンプにも韓国は

来てもらっておりますので、当然、そういう旅

。行商品化というのはできるものと思っています

ただ、韓国の10月以降の旅行者の大半はもう

ゴルフの旅行者ということで、韓国便は10月か

ら大型化になって、それでも席がとれないぐら

いだというふうなことです。

ただ、今おっしゃったようなフェニックス・

リーグとか春先のプロ野球リーグ、向こうも野

球は盛んですので、そういった意味では、そう

いうツアーの働きかけ、もちろん韓国側の旅行

代理店がつくるということになりますが、そう

いった働きかけというか、そういう材料提供は

こちらからまたしていきたいというふうに思い

ます。

○川越宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合理事

それでは、ナショナルトレーニングセンタ長

ーのことなんですが、私たちは、これは全面的

に賛成です。なぜかといいますと、やはり、11

月から２月のトップシーズンになりますと、ほ

とんど施設はとれないんです。これは宮崎市だ

けの問題ですが。それで、我々の宿泊施設が、

そういうトレーニングの場所をとれないもんだ

から、その結果、大会とか合宿がとれないのが

現状なんです。トレーニングセンターをつくれ

ば、大会とか合宿が、これアマチュアでもプロ

でも、ふえるのは当然です。もうこれは必ずふ

えます。ですから、今、日高先生がおっしゃっ

たように、宮崎県はそれだけの素質を持ってま

すので、ぜひともこれは推進してほしいという

のが私の願いです。

それで、そこをやっぱり今度は本当のスポー

、ツランドの核として持っていっていただければ

もっとこれは有効利用ができるようなことにな

るんじゃないかと。今、核というのは総合運動

公園しかないんですよね。これはもう10年後の

やっぱり国体には利用できないという話もあり

ますから 核になるようなやっぱりものをつくっ、

てほしいというのが私たちの願いです。

済みません、以上です。

トレセンは、私も先ほど言ったよ○日高委員

、 、 、うに かなり必要なものだと思うし まず先に

宮崎の特徴としてつくればいいと思うんです。

二番煎じ、三番煎じではなく。宮崎の見せ場は

そこだというふうにアピールすべき。文科省が

宮崎にはつくりませんよなんて言ったから、も

うしないというのはおかしいと思うんです。こ
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の辺も、やはりもっと強く言っていかなくては

ならない部分なのかと、そういうふうに思って

おります。

最後に、付加価値の話です。やっぱり付加価

値をつけて、1,000円をものを1,500円で売るぐ

らいの気持ちがあってもいいのかなと。その辺

はもう旅行代理店さんだけじゃなくて、やっぱ

りもう全体で考えていかなくてはならないもの

かなっていうふうに思います もっと自信を持っ。

て宮崎のグルメはすばらしいものだと 思い切っ、

た取組が必要だと思うんですけれども これやっ、

ぱり飲食店のほうになってくるんでしょうけれ

ども、そういった感想はどうでしょうか。

○代口宮崎県飲食業生活衛生同業組合理事長

食材はとにかくすばらしいと思う。今言われた

とおり、付加価値をつけて、それなりのものを

つくるというのが、私たちの組合員はほとんど

調理師ですので、やはり、調理師のプライドを

かけて、もうちょっといいものをつくろうとい

うのを、今、私も盛んに組合員のほうには言っ

ているわけです。そうやって、付加価値の高い

いいものを出せれば、またそれでお客さんを呼

べるんじゃないかなと思います。

ぜひお願いします。○日高委員

○豊島みやざき観光コンベンション協会専務理

付加価値をつけるという話で最も代表的な事

ものが、恐らくＪＲ九州がやっているななつ星

ということになると思います。ななつ星ほどの

規模はありませんけれども、今お見えの鈴木委

員長のところの、クラブツーリズムさんのほう

では、非常にプレミアム感の高い旅行商品をつ

くっておられますので、もしよろしければ幾つ

か御紹介いただければ。

プレミ○鈴木日本旅行業協会宮崎地区委員長

アム感については、いろんな捉え方があると思

うんですけれども、ツアーで、同じ業界の中で

、 、も差別化を図ったりするということで 例えば

西米良のツアーというものを今やっていて、客

観的に考えると、西米良と西都、椎葉の間には

大型バスが入らないと。でも、それをあえて小

型バスで回すことによって、そのような形で中

山間地区に行っていただくと。それが、逆に今

まで行けなかったということで、そこで、西米

良の素朴な料理を出していただく。決して海の

ものは出さずに、山の幸、これを出してお食事

いただいている、非常に好評です。

一つの例ですけれども、そのような形で、そ

れぞれの地域の特徴あるものをそのまま出して

いただくということが、それをうまく見せて、

ちょっと表現が悪いかもしれませんが 高く売っ、

ていただくということが非常に大事なんじゃな

いかなと思います。済みません、一つの例であ

ります。

参考になりました。ありがとうご○日高委員

ざいます。

ほかにございませんか。○押川委員長

修学旅行の話が、いつも３県の観○徳重委員

議連でも出るんですが、宮崎が少ないというこ

とで、受け入れ体制が十分でないのではないか

という声が非常に強いんですよね。鹿児島から

もそういう話がありましたし、本当に受け入れ

体制が十分でないものなのかと。宮崎では、か

なりホテルが閉鎖されましたよね。そして、シ

ーガイアにはなかなか泊まれないということに

なりますと、もう現状で修学旅行生を受け入ら

れる体制は十分なのかどうか、そこ辺はいかが

なものでしょうか。

○田爪宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合事務

組合の田爪でございます。おっしゃると局長

おり、サンホテルフェニックスさんがことしの
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６月に閉められました。あそこが300ルームござ

いまして、延べで800から1,000名ぐらいの集客

ができてた施設なんですけれども、これがまず

なくなったと。その前には、ホテルプラザ宮崎

さんが閉められた。その後には、青島の観光ホ

テルがなくなった。このあたりも、修学旅行を

率先して受注していただいた施設さんだったん

ですけれども、基本的に受け入れ施設が本当に

少なくなってきたというところなんです。

ただ、修学旅行のどの部分を狙うのかという

ところがあると思うんです。極端に宮崎が修学

旅行が落ちたのは、11年前のあの口蹄疫、その

ときに、鹿児島からの小学生の修学旅行がまず

ゼロに等しくなった。ここから、小学校の修学

旅行が全く宮崎に来なくなったという現実がご

ざいました。

このときには、鹿児島は急遽修学旅行の行き

先を熊本とか、そういった方面にかなり力を入

、 、れながら変えられたいきさつがあって その後

宮崎は持ち直したんですが、学校側としては、

それから以降も宮崎のほうには目を向けてもら

えなかったというのが現実でございます。

今度は、その前に福岡の筑紫地区連合等々の

中学校があるんですけれども、このあたりも宮

崎に相当来てた学校が、結局アクセスの問題等

でほぼ鹿児島にシフトした。ようやく昨年、本

年度に向けて福岡の筑紫地区連合の中学校が宮

崎にまた目を向けてもらっているというふうな

状況が今あります。ですから、当初、話をした

とおり、全くマイナスベースじゃありません。

年々1,000名ベースで上がっていっているのは確

かなんです。

そのときに、じゃあ、どこの施設をというこ

とになったときに、我々の中小企業であれば、

小学校のクラスの人数が非常に受け入れやすい

人数なんですが、例えば200名とか300名になっ

ちゃいますと、もう恐らくその段階で受け入れ

られる施設がもう決まってしまうであろうと。

ですから 当然 修学旅行も前向きに考えなきゃ、 、

いけないんですけれども、そういう小さな小学

校とか中学校あたりをターゲットにしていくの

であれば、まだまだ伸び代は出てくるかなと。

ただし、修学旅行をやはり狙おうとすれば、関

東、関西、そのあたりにどうしても目が行くも

んですから、そのあたりの学校を狙ってしまう

と大型の学校になってしまうのかなというとこ

ろがある。

ですから、やはり今後修学旅行というのは大

事なものであって、ターゲットを十二分に吟味

しながら、行政と民間との中で誘致していくこ

とも大事じゃなかろうかというふうに思ってお

ります。

宮崎市の私どもの組合に入っていただいてい

る、本当に先ほど言いましたように、リゾート

的な施設が少なくなってきてます。ただし、ビ

ジネス系がその分を補っていただいているとい

うふうなところがあるんですけれども、どうし

ても、ビジネス系ですとシングルルームベース

になってしまうもんですから、大量に受け入れ

ができないというようなところもある。組合に

入っているビジネス系のホテルさんに関しまし

ては、１泊２食、これをベースに考えていただ

きたい、もしくは、全く1泊２食ができない場合

には、いわゆる市内の飲食店さんとの提携、宿

泊と、先ほどの海外はそうなんですが、宿泊と

夕食会場は全然別でも構わないというふうなこ

ともありますんで、代口理事長が言われたよう

に、やはりそのあたりの連携を常にとっていか

ないといけないというふうに考えてます。

それと、もう一つだけ、ちょっと私のほうか
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ら言いたかったことが１つあるんですが、海外

に向けて、資料の中の５ページにあるんですけ

れども、宮崎がちょうど真ん中ぐらいの実績が

入っているというこの数字は 今まで宮崎県が10、

年、15年かけて、台湾関係はプログラムチャー

ターを仕掛けながら、いずれ定期便化を狙うと

いうことで、鹿児島とか熊本、そういった方面

に先駆けて、まず宮崎が運動をした結果なんで

す。

今は、訪日に対する乗り入れが自由化になっ

たもんですから、手を挙げればどこの空港でも

定期便が走れるようになっているんですけれど

も、以前は、法的に限られた空港の枠でしか定

期便は就航できなかったと。それを、いち早く

宮崎県はそういうプログラムチャーターの実績

をつくりながら、一生懸命台湾なんか誘致して

きて、だから鹿児島より先に定期便化になった

というふうなことでございます。

資料で見ると、訪日外国人の宿泊者数は、福

岡県がやはり九州で一番多いんですけれども、

ここはやはり九州の顔ということです。それに

準じて、実は、長崎、熊本、大分、九州の中で

観光ルートが二分されているというのが今の現

。 、 、状です 九州の中で 全県周遊型と言いますが

やはり、５泊とか６泊のコースをつくらなきゃ

いけないと。今の主流が３泊４日、４泊５日が

、主流になっているというふうな現状を見ますと

福岡空港インアウトの飛行機で来られた台湾の

お客さんは、北部九州をメーンにしてます。熊

本を県境にして長崎、熊本、大分、福岡と、こ

、 、れがもうほとんどのコースになってて その後

南九州コース、これが、宮崎、鹿児島がベース

になります。熊本は観光地ということで、宿泊

のベースになっておりません。県議会の先生方

は大体おわかりだと思うんですが、熊本の行政

の方たちは、私、先ほど言いましたように、以

前コンベンションにいたときに、かなり誘致を

一緒に誘ったんですが、熊本は通過地点だと考

えられていた。ですから、黙ってても熊本には

通ってくるんだというふうな考え方が非常に強

かったですね。ですから、台湾線の定期便化に

ついては、熊本が一番遅くなってしまった。就

航するのも高雄というふうな形になっておりま

す。

これを考えますと、いかに宮崎県が、率先し

。て先に仕掛けたのかというふうなことがわかる

ただ、定期便化の中で週３便、飛行機の機材も

決まっているものですから、今度は、いかにほ

かのところに下りてきた観光客をとるかという

ところが今後の課題であるというふうにして考

えております。

宮崎県一生懸命本当に行政の方たちがしてい

ただいて、この宮崎の定期便が就航した。それ

によって、今、宮崎県がこの外国人の中でも半

。分ぐらいいっているというふうなことですよね

やっぱり北海道が多いのは、ラベンダーと、も

う黙ってても雪が見たいんだということで チャ、

ーター便があそこには相当行っている。実績も

う皆さん御存じと思うんですが、冬はもう雪で

いいと、春はラベンダーでいいんだという２つ

の核があるもんですから、これはもうどうして

も北海道には勝てないところがある。

だから、さっき言われましたように、本当に

宮崎に誘客をするんであれば、他県の定期便で

来られているお客さんをいかにとるかというの

を今後の課題だと思っております。

以上です。

○豊島みやざき観光コンベンション協会専務理

教育旅行の関係では、冒頭で川越理事長の事

ほうからも話もありましたけれども 記憶に残っ、
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ている中では、もう平成２年ぐらいの５万3,000

人という数字が一番大きい数字かなと思ってま

す。それ以降に、先ほどから12年の口蹄疫と

か、14年にはオーシャンドームが閉鎖をされた

りとか、そしてまた、22年の口蹄疫ということ

で、そこで完全に落ち込みまして、恐らく1,000

人ぐらいの台から、今ようやく増加傾向にあっ

て、5,000人から6,000人の幅で教育旅行は動い

てます。

ただ、お隣の鹿児島、熊本は10万を超える数

ということで、全然桁がまだ違います。まだま

だ頑張る余地はあると思うんですが、唯一明る

い材料としては、小林のほうで、今、農家民泊

ということで、北きりしま田舎物語推進協議会

で、冨満会長が非常に頑張ってもらっており、

あそこだけで1,000人単位で恐らく修学旅行、教

育旅行の数上げてもらってます。

私どもとしては、あそこと、あと青島のマリ

ンスポーツ、やっぱり体験学習というのが一つ

の売りになると思いますので、いかんせん、宮

崎には平和教育の材料がないとは言われますけ

れども、それにかわるものとして、そういう農

家民泊であるとか、マリンスポーツ、そういっ

、 、た連携をとりながら また商品提供もしながら

また、学校の先生も実際来ていただいて体験を

してもらうということを重ねながら、まだまだ

熊本、鹿児島に並ぶ必要はないんですが、余り

にも落差が激しいので もう少しちょっと頑張っ、

ていきたいなということは思っております。ま

た、お力添えもぜひよろしくお願いをしたいと

思います。

話を伺うと、200人、300人泊まれ○徳重委員

る場所がないということが現実かなと、こう思

うんです。だから、今、それぞれがおっしゃら

れましたとおり、農家民泊なり、あるいは小さ

いグループ、学校を指定せざるを得ないという

のが現状かなと、こう思いますときに、この修

、学旅行を大々的に受け入れる体制はできないと

こう思ったほうがいいんでしょうか。旅行会社

の鈴木さん、あなたの立場では宮崎の現状につ

いてどうお考えになりますか。

一部そ○鈴木日本旅行業協会宮崎地区委員長

ういう学校さん、教育委員会さんもあると思う

んですが、最近は、先ほどお話がありましたよ

うに、クラス単位で移動したりしますし、国内

と海外に分けたりと、いろいろな選択の幅が広

がっておりますので、そういう学校さん等をタ

ーゲットにすれば十分やっていけるものはある

と思います。

ですので、以前のように、学校の規模も徐々

、に小さくなっているという傾向もありますので

やり方次第かなというふうに思っております。

わかりました。○徳重委員

ほかにはございませんか。○押川委員長

○川越宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合理事

実は、我々がこんなに観光が減ったのは何長

なのかというと、これは完全に本当に口蹄疫な

んです。それからなんです。我々商売人がこん

なに悪くなったのは。はっきりいって、我々観

光だけじゃないんです 商売人みんなが悪くなっ。

たんです。

疑問に思っているのが、口蹄疫のときに、激

甚災害になぜ指定されなかったのかと、これを

考えられなかったんですか それともできなかっ、

たんですか。福島原発事故と一緒なんですよ、

これは。菌というのは、放射能よりかやっかい

なんですよ。我々県民は、ばい菌と言われたん

ですよ。

○有田宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合宮崎

口蹄疫は、宮崎にとって大変な本当災支部長
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害だと思うんです。でも、僕こう思うんですけ

れども、あのときは、結局、国が全部牛を買い

上げてくれたでしょう。補償金というか、それ

ももらわれたんですけれども、僕らは、あれで

お客さんは減るは、あるいはキャンセルが相次

ぐはという状況でしたが、補償は何もなかった

ですね そして 頭にきたのは 口蹄疫復興ファ。 、 、

ンドというのができたでしょう。あれは、本当

は、被害を受けた僕らに対して補助するという

よう話だったんですけれども、埋め戻しの費用

などに使われて、結局、期限が切れて30億だっ

たですかね。だから、あれも本当に僕らの業界

から見れば、本当に喉から手を出るくらい欲し

い補助だったのが、ほんのスズメの涙ぐらいの

補助金ぐらいで何か事業をやれというふうにさ

、 。 、れて 非常にあれ本当憤慨しました 宮崎牛は

本当においしい牛肉ですけれども、やっぱりあ

れは、僕らホテル、旅館が本当に自分のとこの

夕食出そうと思ったら、高過ぎて使えないんで

す。本当に、シーガイアとか宮観とか、そうい

う一部のところぐらいで、本当に地産地消と言

いながら地産外消で、あれを外に出してお金稼

ぐんだなと、僕はそう本当に思ってます。

確かに、そういうすばらしい高くて良いもの

もあるし、また、お客さんも宮崎牛を食べにい

きたいと言われれば、出す有名な店を紹介して

ますけれども、僕らは本当にネギ１本から、み

んな地産地消で宮崎のものを使ってお客様に提

供している。食材でも何とか安くて良いものを

と思って努力しておりますけれども、あれだけ

迷惑をかけた農協も僕らに対しては何もしてく

れない。年に１回ぐらいは我々のような業界に

少し安い肉を提供してくれるとかしていただき

たい。宿泊料金も、本当に僕らみたいなビジネ

スホテルとか、小さいところはシビアでござい

ますので、本当に100円、200円の違いで、値段

だけ聞いて、お客さんは、ああ、そうですかで

。 、もう予約が入らない 本当に僕たち零細企業は

価格競争をやっています。今、インターネット

で調べれば、もう価格がばっと出る時代です。

、宮崎県の観光振興条例ができましたけれども

やっぱりあれつくってくださったのは、宮崎県

は、もうこれから観光県で生きるんだというふ

うに僕らは感じております。農業も大事でしょ

うけれども、やはり、後は観光しかないと。そ

のためにああいう条例をつくって、予算をつけ

る根拠をつくってくださっていると思いますの

で、ぜひ来年度は、観光関係の予算を増額して

いただきたいと思います。

いろいろ御意見が出ているとこ○押川委員長

ろでありますが、観光整備あたりもそうですけ

れども、１度来られたお客さんを、また宮崎に

来ていただいくというリピーターを増やすため

の取組があれば、御紹介をしていただくとあり

がたいと思いますけれども。

○川越宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合理事

やっぱりリピーターを増やすには、おもて長

なししかないです。だから、我々の業界でも、

先生を呼んで、やっぱりおもてなしの勉強して

ます。この前も実施しました。１時間半でした

けれども、とにかく非常にいい話をしていただ

きました。

その中で、私、挨拶したんですが、これは、

我々の非常に恥ずかしい話しますので、笑わな

いでくださいね。おもてなしという言葉を、私

は、経営者に、あんた完璧に言えるかって、実

。 、は言えないんですよ おもてなしという言葉を

具体的に言ってごらんっていったら、言える人

なんていません。おもてなしというのは、いっ

ぱいいろいろあるんです。私のおもてなしはこ
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れだということを端的に言える経営者ってそん

ないるもんじゃないですよ。ただ、自分の心で

やっているだけのことなんですよ。

私、リピーターをふやすのはやっぱり我々の

本当に深い、本当に心からのおもてなしじゃな

。 。いでしょうか それしかないような気がします

、 。 、あとはやっぱり食ですよ 食は強いです 本当

食の恨みは怖いでしょう。だから、ＪＡのほう

にも私は言ってます。やっぱり代口さんとも一

緒です ＪＡと観光は これは表裏一体と私言っ。 、

てますが、本当は同体なんです。だから、ＪＡ

が売り込むことによって、我々観光もふえると

いうことは確実なんです。だから、ここのとこ

ろを、先生方もそこのところをひとつ観光と一

体ということをお考えになられて、ＪＡの皆様

におっしゃっていただければと思います。

私からは以上です。

ありがとうございます。ほかに○押川委員長

ございませんか。

委員のほうからないようでありますが、皆様

方のほうでせっかくでありますから、何かこう

いったことを我々議会に、あるいは行政に言っ

てくれんかというようなことがまたお聞きをし

ておきたいと思います。よろしいですか。

観光も交通も全てなんでしょうけ○外山委員

れども、どうも宮崎は、総花的にいろんなこと

をやろうとして、できたものは全てちょっと規

。模が小さかったりする傾向があると思うんです

、 、だから 先ほど緒嶋委員が言われましたように

核なるもの、象徴的なものをつくるのが先決だ

と思います あとはやっぱり新幹線も大事でしょ。

うが、まず、高速道路の交通アクセスをまずき

ちっとしないと、宮崎の観光浮揚も難しいかと

思います ようやく高速道路が大分からつながっ。

て、明らかにいわゆるよく言われるストック効

果というのが出ていますよね。我々も頑張りま

すが、やはり、まず、そちらを早く整備しない

と、インバウンドもスポーツキャンプもアクセ

。スが良くなければ人は集まらないと思うんです

おくれていますけれども、これから少しでも早

く整備をしなければいけないと思っています。

この前、金沢に出張してきましたけれども、

、 。駅前なんて すごい木造のゲートがありました

やっぱりやることがお客さんを驚かすような仕

掛けがある。宮崎はどうも何でもおとなしいで

すもんですね。だから、先ほどの景観の話です

けど 景観条例があるんだったら もう思い切っ、 、

て全部きれいにするとかしなければならない。

もう日南海岸なんて、普通車だと見えるのが草

だけですよ、海が見えない。もうそろそろ大胆

にやらなきゃいけないかなと。大胆に、一つの

ことに特化して、思い切って。宮崎はどこかに

遠慮したり、気を使って、見てるとちょっとち

まちまと物事が進んでいきますよね。

今、外○鈴木日本旅行業協会宮崎地区委員長

山先生おっしゃるように、本当そう思っていま

す。もう選択と集中、もうそれが絶対に必要だ

と思います。それは、豊島専務を含めたコンベ

ンション協会の皆さんや、県の観光推進課さん

とも基本的な考えは一緒です ただ 先生がおっ。 、

しゃるように、なかなか現実的にそれがまだで

きてないということで、本当にもうそれを今し

なくちゃいけないときだというふうに痛感して

おります。

ありがとうございました。○押川委員長

知事と観光団体との懇談会を申し○日高委員

入れたらどうでしょうか。先ほど、鹿児島はし

ているけれども、宮崎はしていないと言われま

したよね。その辺はどう思っているのか。

豊島専○鈴木日本旅行業協会宮崎地区委員長
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務を初め、観光関係の皆さんと相談しながら検

討したいと思います。

また、私たちのほうでも努力を○押川委員長

していきたいというふうに思います。

ほかにございませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

なければ、大体時間が来ました○押川委員長

ので……。

○有田宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合宮崎

来月の５日ぐらいですか、新富の新田支部長

原の航空祭がありますよね。あの予約がもう１

年ぐらい前から入ります。ほとんど市内はいっ

ぱいでございます。その次の週には、青島太平

洋マラソンがあり、もう12月はほとんど満室で

ございます。ただ、イベントをやるのはいいの

ですけれども、その後がもうがらんとなくなり

ますので、それはやっぱりその辺りも考えなく

てはいけないかなと思ってます。

石垣島はマリンスポーツが大変人○島田委員

気があって、あそこは４万6,000人の人口なんだ

けれども、シーズンには人口が倍になるんだそ

うです。だから、リピーターです。来る人に対

、 。し 回数を重ねるほどサービスを良くしている

宮崎もやっぱりそういうところに特化しないと

だめじゃないですかね。

○有田宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合宮崎

住みたくなるまちですよね。何編も訪支部長

れて、自分が本当に住みたくなるような、そう

いう政策をしなくてはいけないとと思うんです

よね。

○川越宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合理事

観議連さんとの会議を何回かやったことが長

あるんですが、やはり宮崎は非常に広いもので

すから、県北の課題と県南の課題とは全く違う

。 、んです ここでは全体的なことを言ってますが

地域によってそれぞれの課題がありますので、

また、以前と同じように、県南は県南で、県北

は県北で、開催してもらいたい。そこを分けら

れてやられたら、非常にその課題が出てくるん

じゃないかなと思いますので、もしよろしかっ

たら そういう場を設けていただけませんでしょ、

うか。よろしくお願いしたいと思います。

もうないようでありますから、○押川委員長

以上をもちまして、意見交換会を終了したいと

思います。

それでは、私のほうから代表させていただき

まして、お礼を申し上げたいと思います。

本日は大変お忙しい中に御出席を賜りまして

まことにありがとうございました。また、貴重

な御意見たくさんいただきました。本当に我々

。はありがたいなというふうに今思っております

本日いただきました御意見は、十分今後の委員

。会活動に参考にさせていただきたいと思います

そして、宮崎の観光はどうするか、整備をどう

するかということがやはり大事だろうというふ

、 、うに思いますから ともにこういう場を通じて

いただいた意見に対しましてフィードバックあ

たりもしながら、力を合わせて本県観光のため

に、また御指導、御鞭撻を賜ればありがたいと

思います。

最後に、皆様方の御多幸、御健勝を心からお

祈りを申し上げさせていただきまして、大変簡

単でありますので、お礼の挨拶とさせていただ

。 。きます 本日は本当にありがとうございました

暫時休憩。

午後２時55分休憩

午後２時57分再開

それでは、委員会を再開をいた○押川委員長

します。
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まず、協議事項（１）の次回委員会について

です。次回委員会は、11月定例会中の12月７日

月曜日に開催を予定しております。

、 、委員会も残すところ２回となり これからは

年度末の報告書の作成に向けて、県当局や国に

対し、どのような提言や働きかけができるかを

整理していかなければなりません。

前回の委員会でも御協議いただきましたが、

現段階において、報告書に盛り込む提言や、国

に対する意見書提出の必要性など、何か御意見

等があればお聞かせ願いたいと思います。ござ

いませんでしょうか。報告の提言とか、何かこ

。ういったものを盛り込んでほしいということで

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

現段階では意見がないようであ○押川委員長

りますから、次回の委員会の際に再度御協議い

、 。ただきたいと思いますが よろしいでしょうか

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それから、次回委員会での執行○押川委員長

部への説明、あるいは資料要求について、何か

御意見、御要望等があればお聞きをしておきた

いと思います。よろしいですか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

特にないようですので、次回の○押川委員長

委員会の内容につきましては、正副委員長に御

一任をいただきたいと存じますが、よろしいで

しょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのような形で準備○押川委員長

をさせていただきたいと思います。

最後になりますが、協議事項の（２）のその

他についてです。

まず、県外調査についての連絡です。県外調

査につきましては、11月３日午後５時半に宮崎

港へ集合となっておりますので、よろしくお願

いをいたします。

そのほか、委員の皆様から何かございません

でしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようでありますから、以上○押川委員長

をもちまして、委員会を閉会いたします。本当

に長時間ありがとうございました。

午後３時０分閉会


